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2004(平成16)年度には、鹿田地区において医学部附属病院立体駐車場エレベーター設置に

ともなう発掘調査等をおこなうとともに、事務局本部棟および環境理工学部棟の新営にとも

なって実施 した発掘調査の成果を報告書として刊行 しました。

事務局本部棟の発掘調査は2001(平 成13)年、環境理工学部棟のそれは1996(平成 8)年 と

1999(平成11)年でしたから、ことに後者については成果の報告までにかなりの年月を費や し

たことになります。これらの調査のあと他の発掘調査の実施が重なって整理作業が遅廷 したわ

けですが、文化庁では発掘調査のあと速やかに報告書の刊行をおこなうよう指導 してお り、本

学でも報告書の積み残 し解消のために鋭意整理作業を進めているところです。

今後は鹿田遺跡関係の調査報告書の刊行が主な課題 となります。鹿田遺跡に関係 し、本年報

では医学部附属病院管理棟の調査で検出した12～ 13世紀の井戸枠の再検討結果を報告 していま

す。昨年秋に新病棟ロビーで開催 した「岡山大学発掘成果展」のために丼戸枠を準備 していた

ところ、板材に焼 き付けられた刻印を確認 し、これをきっかけにしてこれらの井戸枠の板材 ど

うしが接合 し、元は筏穴をもった角材 として持ち込まれたらしいことが判明しました。古代の

長岡京の井戸などで知られた製材 と木材の運搬・利用システムの新たな類例を付け加えること

となったわけですが、このことは藤原摂関家の荘園に関係するかと推定されている鹿田追跡の

歴史的な位置づけを考えるうえでも意義がありそうです。発掘調査成果の整理作業を進めるに

あたっては、迅速さとともに遺跡・遺物の内容を学術的に深 く的確に把握 し、歴史の豊かな内

容を報告できるよう努めていきたいと考えています。

本年報の津島岡大遺跡調査研究に関しては、発掘資料の自然科学分析に関するこれまでの成

果を集成 しています。自然科学データの蓄積は、環境問題に強い関心が寄せ られている今 日、

人間の歴史を解 き明かすうえでますます重要な意義をもつといえるでしょう。本センター調査

研究専門員の諸先生に研究を進めていただいた成果も含まれています。外部に委託 している放

射性炭素年代測定については、データ数が増えるにつれて問題点 も多 くなる一面があ り、今後

とも注意が必要です。

2004(平成16)年度から岡山大学は国立大学法人となり、本センターも新たな体制で事業に

取 り組んでいます。調査、研究、普及等の事業を推進するにあたつては本学内外の機関・各位

から多大のご協力とご支援をいただきました。最後になりましたが、厚 く御礼申しあげます。

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

センター長  (理事・事務局長)

副センター長 (文化科学研究科教授 )

健

孝 司

部

田

阿

稲
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1.本紀要は、岡山大学坦蔵文化財調査研究センターが岡山大学構内において2004年 4月 1日 から2005年 3月 31日 ま

でに実施した埋蔵文化財の調査研究成果及びセンターの活動についてまとめたものである。

2.本紀要において報告している津島岡大遺跡は岡山市津鳥中三丁目1-1、 鹿田遺跡は岡山市鹿田町二丁目5-l
に、福呂遣跡は、鳥取県東伯郡三朝町大字山田字福呂にそれぞれ所在する。

3.資料分析にあたっては、岡山大学文学部久野修義教授にご協力 ご助言を頂いた。記して感謝申し上げる。

4.本文は、岩崎志保 高田貫太 野崎貴博・光本順 山本悦世が分担執筆し、執筆者名は目次および文末に記し

た。

5.編集は稲田孝司副センター長の指導の元に岩崎が担当した。

凡  例

1.大学構内の埋蔵文化財の調査にあたっては、平成14年 度 (2002年)4月 1日 より施行された「測量法及び水路業

務法の一部を改正する法律」に基づき、世界測地系を採用し、構内座標を次のように定めている

1)津島地区では、回土座標第V座標系 (X=-144,156.4617m、 Y=-37,246.馳 96m)を起点とし、真北を基

軸とした構内座標を設定する。一辺50mの 方形区画である。また、同地区では調査の便宜上、大きく津島北

地区と、同南地区に二分する (付 図 1)。

2)庇 田地区では、国土座標第V座標系 (X=-149,456.3718m、 Y=-37,646.7殉 Om)を 起点とし、座標軸を

N-15° 一Eに振ったものを基軸とした構内座標を設定する。地区割りは一辺 5mの方形を基準としている。

3)本文中で用いる方位は、津島地区 鹿田地区は国土座標系の座標北を、他は磁北を用いている。

2.岡山大学構内の遺跡名は、周知の遺跡の場合はそのまま踏襲する。三朝地区の発掘調査地点は小字名をとり「福

呂遺跡」と呼称する。他地区は任意の名称で仮称する。

3.調査名称は「発掘調査」に分類したものについては、各遺跡ごとに調査順に従って次数番号で呼称し、「試掘・

確認調査J「立会調査Jに分類したものについては、任意の名称を用いる。発掘調査のうち、小規模で確認調査か

ら連続して調査したものは「試掘・確認調査」に分類する。

4.「発掘調査Jについての記述は、いずれも現段階での概要報告であり、詳細な正式報告ではない。

5.表 に記載した所属部は、原則として各学部の頭文字を略号として用いている。

6.付表 2に記載した調査一覧については、掘削深度が中世層以下に達した調査を対象とし、その他については除外

した。未掲載分も含め、全てのデータは、当センターにおいて管理している。

7.本文などで使用の調査香号は表と一致する。

8.本紀要に掲載の地形図 (付 図 1)は、岡山市域図を複写したものである。
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第 1節 立会調査の概要

第 1章 津島岡大遺跡の調査・研究

第 1節 立会調査の概要

1.調査の実施状況

2004年度において津島地区で実施された立会調査は、事業数で15件 を数える (表 1、 図 5)。 件数と調査期間

は例年に比べてやや少なく、その多 くは掘削深度が浅 く造成土内あるいは近代層まで掘削がなされたものであつ

た。そうした中で、以下で述べる公共下水桝接続工事 (調査 1)と 津島キヤンパス環境整備 (調査 6)について

は、掘削深度が深 く、中世層以下の土層や遺構・遺物が確認され、それぞれに貴重な成果を得ることができた。

ここでは、これら2件の立会調査に関する調査成果について述べる。

公共下水桝接続工事 (留学生等宿泊施設)に伴う立会調査 僻島南BB～ B D26区 )

a.調査区の位置 と調査の経過 (図 1)

2003年度に引き続き、公共下水桝の接続工事が実施され、2004年度

は留学生等宿泊施設付近において工事が実施された。本調査区は、津

島南地区の西端部にあたる。立会調査は、 9月 1日 ～13日 の期間中に

実施 した。宿泊施設の北側において 2箇所 (図 1)、 その南側 (女子

学生寮北側)に おいて 1箇所実施 した。そのうち、包含層まで掘削が

及んだのは第 1地点 。第 2地点の桝部分である。

第 2地点は地表面から122cmま で掘削 し、近代層 と近世層 をそれ

ぞれ一層確認 した。一方、第 1地点では掘削深度が深 く、168cmま

で掘 り下げがなされ、中世までの土層を確認するとともに、現在の歩

道下に流れている用水路に沿うかたちで、近世と近代の東西溝を確認

した。以下では、第 1地点における調査成果について概説する。

b.調査の概要

① 層序 (図 2)

検出された基本層序中からは、遺物の出土がみられなかったため、土層の

時期については既往の津島岡大遺跡の土層堆積と対比した結果を述べる。

1層 は、1907年 (明治40年)の陸軍駐屯地造成以降の造成土である。 2層

は青灰色粘質土で、近代層と考えられる。 2層の上面から、溝 2が掘 りこま

れている。3～ 5層 は近世層と考えられる層で、 3層が明灰色砂質土、4層

が明灰褐色粘質土、 5層が灰黄橙褐色砂質土となる。いずれも鉄分やマンガ

ンの沈着がみられ、耕作土と考えられる。 5層 の上面からは、溝 1が掘削さ

れている。 6層 は近世～中世層と考えられる明灰色粘質上である。 7・ 8層

は中世層と考えられる粘土層で、7層 が明灰白色粘土、 8層が灰白色粘土と

なる。

歩道 (用水路 )

|       
―

図 1 調査区と土層断面図位置
(縮尺 1/800)

6L

0           1m

―

l 造成±       5 灰黄橙褐色砂質上
2 青灰色粘質±    6 明灰色粘質土
3 明灰色砂質±    7 明灰自色粘上
4 明灰褐色粘質±   8 灰自色粘土

溝1 明灰掲色弱粘質土溝2 ①暗青灰色粘土
②明青灰色粘土

図 2 公共下水桝土層断面
(縮尺 1/50)
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第 1章 津島岡大遺跡の調査・研究

② 地形と遺構

遺構としては、現在の東西に流れる用水路の前身といえる近代溝と近世溝を確認した。

近世溝 (溝 1)は、現存幅56cm、 深さ20cmを 測る。溝 2に よつて半分以上の幅を切られている。埋土は明灰

褐色弱粘質土となる。遺物は出土していない。

一方、近代溝 (溝 2)は、現存幅98cm、 深さ62cmを 測る。埋土は二層に大別される。 1層 は暗青灰色粘土

で、2層 は明青灰色粘土となる。 1層 の掘 り方に沿うように、護岸用と思われる二段の石積みが施されている。

この石積みよりも北側は、溝の埋土と考えられる。 2層 は裏込め土か、あるいは石積み構築以前の溝の掘 り方で

あると考えられる。

津島岡大遺跡の調査研究に基づいた近世段階の条里の復元案・
)を

参照すると、これらの東西溝は条里の区画に

則つとるものではない。近世段階には、道路向かいに位置する座主川が東西の条里のラインと考えられている。

この座主川は、大学構内を東西に貫流するものであり、中世段階まで遡る可能性があることが第25次調査 (農学

部散水施設)に よつて確認されている。

一方、明治時代に作成された地籍図には、本調査区で確認された東西溝が記載されている。今回の調査成果

は、地籍図に記載されているこの東西溝による区画が、近世段階にまで遡る可能性が浮かび上がったものといえ

る。

註 (1)野崎貴博 2003「 津島岡大遺跡における近世の条里遺構について」『津島岡大遺跡12』 岡山大学構内遺跡発掘調査報告第17冊

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター、pp.142-148

津島キャンパス環境整備 (留学生センター西)に伴 う立会調査 伸島南B B09。 10区 )

a.調査区の位置 と調査の経過 (図 3)

本調査区は、津島南地区の留学生センターの西に位置する。長方形の池を有する盛土の施された緑地が、調査

対象地点である。津島キャンパス内の環境整備の一環で、外灯の設置や雨水用の排水工事、樹木の移植が実施さ

れることとなった。調査期間は樹木移植が2004年 9月 24日 、他は2004年 10月 5日 ～11月 4日 であり、調査は断続

的に実施された。

調査区より東40～ 50mほ どに位置する保健環境センター (旧保健管理センター)地点は、津島岡大遺跡第10

次調査 として1993年 に発掘調査が実施されてお り、すでに報告

書も刊行されているa)。
第10次調査地点は河道の自然堤防にあ

たり、弥生時代後期の土坑群や古墳時代初頭・後期の集落がひ

ろがっていたことが明らかにされている。津島岡大遺跡におい

て当該期の遺構が密集する地点は第10次調査地点のみであり、

本調査区はそのひろが りに関する知見を得られることが調査前

から予想された。

調査が必要な工事掘削は、外灯設置箇所 (第 1・ 3地点)、

雨水排水桝・管埋設箇所 (第 2地点)、 樹木移植箇所において

なされた (図 3)。 そのうち、包含層 を確認 したのは第 1～ 3

地点である。第 3地点については、道路面から50cmの 深さを

掘削 し、中～近世層を確認 した。一方、第 1地点では道路面よ

り115cm、 第 2地点では112cmの深さの掘削がなされ、弥生時

代後期の土層と基盤層を確認 した。第 1地点では、包含層中に

ＮＩ

|    
―

図 3 調査区 と土層断面の位置
(粕言ナ鷲1/800)
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第 1節 立会調査の概要

弥生時代後期の小片が多く含まれ、第 2地点においては

同時期の遺構の可能性がある溝状の土層を確認した。

b.調査の概要

① 層序 (図 4)

第 1～ 3地点ともに、共通した土層を確認したため、

ここでは層名を統一して呼称する。層序を図示 したの

は、掘削深度が深かつた第 1地点 (a断面)と 、第 2地

点の桝部分 (b・ c断面)である。

l層 は陸軍駐屯地造成以降の造成上である。 2層 は、

第 2地点のb断面でのみ確認した青灰色砂質土で、近代

く第2地点〉
b       c

6                    _~

1 造成±              4a 黒褐色砂質土 (小礫、土器)

2 青灰色砂質±           4b 黒掲色砂質土 (小礫多)

3a 暗茶褐色砂質土 (小礫)     5 暗黄掲色砂質上
3b 暗茶掲色砂質土 (白 色微砂)   6 黄灰掲色砂混 じり礫層
3c 暗茶褐色砂質土 (小礫、白色微砂)① 黒褐色砂質土 (礫多)

図 4 津島キャンパス環境整備土層断面 (縮尺 1/50)

の耕作土と考えられる土層である。 3層 は、 3つ の地点でいずれも確認 している暗茶褐色砂質土で、包含物より

a～ c層 に細分 した。小礫や白色微砂を含む層で、津島岡大遺跡の基本土層 とは様相を異にするものである。鉄

分やマンガンがみられず、耕作土の可能性は低い。近代以降の再堆積土である可能性 も含めて検討 したが、 b断

面において近代の耕作土と考えられる 2層が上部に確認されたため、現状では包含層と認識 している。道路や何

らかの土盛 り等の造成用の土である可能性 もある。 3層 の時期については、遺物がみられなかったため不明であ

るが、土層の堆積順序と第10次調査の土層の堆積状況から考えれば、中世～近世のものと考えられる。なお、第

3地点における掘削は、本層中で収まっている。 4層 は、第 1・ 2地点において確認 した黒褐色砂質土であ り、

4a・ b層 に分層 した。第 1地点において、弥生時代後期の土器小片を多 く含んでいた土層である。 5層 は、暗

黄褐色砂質土で、第 2地点において認められた基盤層である。 6層 は、黄灰褐色砂混 じり礫層で、 5層 と同様に

基盤層 と考えられる。

土質や色調から、近接する第10次調査地点の上層との対応が想定されるのは、 2層 と4層 、 5・ 6層である。

まず 2層 は、土層の特徴から考えれば第10次調査における近代層の 2層 に該当するだろう。ただし、本調査区に

おける 3層 の存在によって、 2層上面の標高が第10次調査地点よりも約40cm高 くなることは注意を要する。 4

層は、10次地点の弥生時代・古墳時代の土層である 7層 (黒褐色砂質土)にほぼ該当するだろう。 5・ 6層 は、

第10次調査地点の基盤層である 9層 に相当する。 5層 が 9a層 (淡黄灰色細砂 )、 6層 が 9b層 (灰色礫)に該

当するものと考えられる。一方、本調査区において特徴的に認められた 3層 に該当する土層は、10次地点におい

て見出すことができない。

津島岡大遣跡の鍵層 となっている、突帝文土器や弥生時代前期土器を包含する「黒色土」は、第10次調査地点

と同様に本調査区においても認められなかった。

② 地形と遺構 。遺物

本調査区の地形については、「黒色土」が認められず、かつ基盤層までの包含層の厚さが薄いことから考え

て、第10次調査地点と同様に自然児防上に位置することが想定される。第10次調査区北側の土層の標高が第 1地

点の土層の標高とほぼ対応するものと考えられるため、本調査区の微高地は第10次調査地点と一連の微高地であ

る可能性がある。

微地形については、第10次調査地点において弥生時代から古代までは北狽Jが高い地形となっていたことが明ら

かにされている。今回の調査区においては、調査地点が限られているため確実な微地形の復元は行い得ない。た

だし、現状の調査成果からは南恨1の 第 2地点の方が北側の第 1地点よりも土層が上がっているように見受けられ

るため、南～南東に向けて微高地が高くなる可能性も存在する。

本調査区では、弥生時代後期と中～近世という二時期の遺構 。遺物を確認した。まず、弥生時代後期段階の遣
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第1章 津島岡大遺跡の調査・研究

構 としては、第 2地点の c断面にみられる溝状の遺構が挙
'デ

られる。現存幅123cm、 深 さ15cmを 測る。埋土

は、礫を多 く含む黒褐色砂質土であり、 4層 に類似する。 したがって、この溝状遺構は弥生時代後期段階の所産

と考えられる。また、包含層である4層 については、第 1地点において弥生時代後期の土器小片を多 く含んでお

り、第 2地点においてもわずかであるが小片が出土 している。こうした包含層の状況は、第10次地点において検

出された遺構群のひろが りを想起させるものである。ただし、土器が小片であることから考えれば、本調査区は

集落の中心とは考えがたく、第10次調査地点と同様に集落の縁辺部にあたるであろう。

次に中～近世 と考えられる段階については、 3層 の堆積に注目することができる。この土層の性格について

は、今回の調査だけではにわかに判断しがたいが、いくつかの可能性について検討 してみよう
②
。先に道路用の

造成土の可能性を述べたが、南北方向の道路であると仮定するならば、10ラ インを北に延長 した場所に位置する

第19次調査地点 (コ ラボレーションセンター)において、近世段階の南北の道路状遺構が検出されていることに

注目することができる。ただし、この道路状遺構の上面は削平を受けているものと考えられるが、そのようにみ

た場合においても、検出面よりも3層上面が不自然に高 くなるという問題は依然のこされる。あるいは視点を少

し変えて、調査区付近の旧地形との関連についても注意 してお く必要がある。岡山大学津島キヤンパスが構築さ

れる以前の土地利用の様子がわかる明治時代に作成された地籍図を参照すると、調査区付近は周囲の田畑の長方

形を呈する区画とは異なり、逆台形状の区画の東辺にあたる。こうした区画の乱れは、旧地形を反映 したもので

ある可能性がある。そのように考えるならば、旧地形に規定されたかたちで、中～近世段階の何 らかの造成が本

調査区においてなされた可能性が考えられる。いずれにせよ、今後の調査において継続的に検討する必要があ

る。

以上のように、本調査によつていくつかの貴重な知見を得ることができた。まとめると、まず本調査区は10次

地点と同様に自然堤防上に位置することが判明した。このことは、津島岡大遺跡の地形復元を検討する上でも重

要な成果となった。また同地点で確認された弥生時代後期段階の集落が、本調査区までひろがることが判明し、

当該期の集落のひろがりについて知見が得られた。中～近世の段階については、造成土かと思われる土層を確認

し、今後の調査における新たな課題を得ることができたものといえよう。 (光本 順 )

註 (1)山本悦世・岩崎志保編 2003『 津島岡大遺跡11』 岡山大学構内遺跡発掘調査報告第16冊 、岡山大学埋蔵文化財調査研究セン

ター

(2)検討にあたつては山本悦世氏から有益なご教示をいただいた。

表 1 2004年度津島地区調査
=覧

番 号 種 類 調査地区 構内座標 所属 調 査 名 称 調査期間
掘削深度
(CL m)

内 容

1 立 会 津島南 BB～ BD26 事 公共下水桝接続工事 留学生等宿泊施設 91～ 13 122～ 168 中 LI層 まで掘削

2 立会 津島北 AX16 文法経 文 法 経動物実験施設ガス漏れ補4笏工事 既掘内

3 立 会 津島南
BB～

BD09 10
事

津島キヤンパス環境整備 一般教育棟樹木

移植
05～ 07 造成上内

4 立 会 津島北 AX03 教 教育学部ガス配管切 り替え工事 927、 101 082～ 118 造成上内

5 立 会 津島南 事 南宿舎駐車場整備 1 15 近代層 まで掘削

6 立 会 津鳥南 BB9 10 事
津島キャンパス環境整備 留学生センター

西
105、 114 05～ 115 弥生後期包含層 遣構 礫層確認

7 立 会 津島北 AU03 工 津島構内道路等改修工事 工学部駐車場 10 22 07 造成土内

8 立 会 津島北 AU AV06 工
工学部12号館前ガス漏れ補修 ガス配管工

事
1022、 1117 08～ 100 既掘内、造成上内

9 立会 津島北 AWll 工 工学部本館西ガス漏れ補修工事 1 1 25 既設内

立会 津島南
BF BG02
03、 BG10～ 12

事 ‡島キヤンパス環境整備 東団地境界 07～ 12 西地点は造成上内、東地点は近代層 まで指

削 した箇所あ り

11 立 会 津 島北 AU05 工 肯機廃液保管庫新営電気設備工事 08～ 10 造成上 内

12 立 会 津島北
AY AZ12

13、 BA13 事
辛島キャンパス環境整備 北団地理学部本

追前

214、 31
4 16 085～ 13 一部で近代層確認、他は造成土内

13 立 会 津島北 AV12 図 中央図書館非常階段整備 10 造成土内

立 会 津 島北 AV05 工 工学部排水工事 34 造成上内

15 立会 津 島南 BC BD05 票 造成土内
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津 島北地 区

型 鞘

岬
霊
】
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図5 2004年 度の調査地点 【1】 ―津島地区― (縮尺1/4000)
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第 2節 津島岡大遺跡の研究

構内遺跡における発掘調査資料の自然科学的分析

岡山大学埋蔵文化財調査研究センターでは、構内遺跡の発掘調査資料に関して、必要に応 じて自然科学的な分

析を行っている。分析の内容は、年代測定・植物珪酸体分析 。花粉分析・植物遺存体の分析 (炭化植物・種子な

ど)・ 樹種同定・動物遺存体の同定・石材同定を中心 とし、その他に様々な分析 (ガ ラス津 。赤色顔料・金属・

鉄淳・火薬・粒度組成など)を含む。こうした分析の一覧は文末に掲載 した (表 3)。 ただし、肉眼同定のもの

は多岐にわたるために省略した°)。

なかでも、津島岡大遺跡では年代測定・植物珪酸体分析、花粉分析、植物遺存体の分析あるいは樹種同定につ

いて、特に系統的な分析を継続 している。今回は、その中から放射性炭素年代測定結果について、その成果を報

告する。

ai対 象 と した試料

放射性炭素年代測定を行ったのは、津島岡大遺跡の11箇所の調査地点においてである。試料点教は合計33点

で、その内訳は土器外面に付着 した炭化物 8点 、貯蔵穴出土の堅果類 5点、杭および利用木材 7点、遺構に伴う

炭化材あるいは炭化物10点、基本土層中の炭化物 3点 である (表 3A)。

ここでは、同遺跡を理解する上で重要となる縄文時代～弥生時代前期にあたる試料について、本センターが中

心として分析測定機関に依頼 して実施 した年代分析のデータに関してまとめることとする。対象となる試料は、

正式報告が既刊の調査に加え、今年度刊行する第23次調査までを含めて、 9箇所の調査地点から抽出した計25点

である (表 2)。 試料の内訳は、縄文時代後期の土器を共伴するかあるいはその可能性が高い炉・土坑から炭化

物を6点 (第 17・ 27次調査)と 貯蔵穴から堅果類 1点 (第15次調査 )、 縄文時代後期河道内の杭 4点 (第23次調

査 )、 縄文時代の面で検出されたが遣物を伴わない遺構内の炭化物 4点 (第 7・ 8次調査 )、 そして、土器外面に

付着 した炭化物を突帝文土器 3点 (第 3・ 23次調査)と 弥生時代前期の甕 1点 (第 23次調査)か ら、突帯文土器

を共伴する貯蔵穴から堅果類 1点 (第 3次調査 )、 弥生時代前期の土器を伴 う河道内の堰構成材 2点 (第23次調

査)の ほかに、弥生時代早期～前期の土層 と判断 している「黒色土J、 あるいはその直下の土層 という基本土層

からの 3点 (第22次調査・試掘調査)である。

分析方法は、加速器質量分析法 (AMS法)が中心であるが、樹木など一部でβ線計算法が選択されている。

b.個 別試料の内容

分析対象とした試料の年代測定値は表 2・ 図13に示 した。まず、分析を行った個別試料について、発掘調査か

ら得られた内容を説明しておこう。

試料 1(図 6):試料は第 7次調査地点の炉 1内 に残された炭化材である。同遺構は平面規模が直径30～ 35cm、

深さは約30cmを 測る。壁面から検出面の肩部にかけて焼土化 した被熱痕が顕著に残る。炭化材は、その壁面に

張 り付 くように検出された。炉に伴う遺物は皆無であるため、炉の時期は確定できない。

同炉の検出面では、その他に炉 1基 と焼土 。炭化物集中ピットなどが広が り、少量の土器が出土 している。そ

の時期は縄文時代後期中葉を中心とし、中期に遡る可能性のあるものはごく僅かである。

試料 2・ 3。 10(図 7)i第 8次調査地点の土坑 3基に伴 う試料である。同遺構検出面では土坑10基 と小溝 5条

が確認されているが、いずれの遣構からも出土遺物は皆無であり時期の確定はできない。ただし、検出面あるい

-7-



第 1章 津島岡大遺跡の調査・研究

表 2 試料別年代測定値一覧

料

号

試

香
調査次

出土遺構

土層

の

類

試

種
測定法

HC年
代 髄

∽
補正

HC

年代
暦年較正年代 測定機関番号

共伴 関連土器
の型式 時期

報  告

1 第 7次 ナテ三1 炭化材 5030± 90B P〈 3080■ 90B C〉 Gak-16160 キR告 9

2 第 8次
土坑 Kl―
炭層

炭化物 4960± 110B Pく 3010B C〉 Gak-16416 幸R告 8

3 第 8次
土坑 K6-
炭層

炭化物 4490± 130B P(2「D40B C〉 Cak-16418 報告 8

4 第27次 炉 1 炭化材 β線計数法 3960± 60 -273 〕920± 6(

占
♂

σ

交

１

２

I cal BC2450

cal BC2480～ 2310

cal BC2570～ 2210
Beta-172000 (中 津式)

報告18:分 析番号

No l

5 第27次 炉 2 炭化物 β線計数法 3930■ 6( -267
'910■

6(

交点 i cal BC2450

lσ :cal BC2470～ 2300
2σ :cal BC2570～ 2ワ0,2500～ 2210

Beta-172001 中津式
報告18:分 析番 号

No 2

6 第17次
上坑 9-1
層

炭化物 AMS法 3900± 4( -257 ,890± 4(

交′点:cal BC2400,2380,2360

l σ l cal BC2460～ 2300

2 σ i cal BC2470～ 2220
Beta-194639

福田K]式 ～縁

帯文土器成立段

階

報告21:分析番弓

No 4

7 第17次
土坑 9-3
層

炭化物 AMS法 38?Э ±4( -261 〕850± 4(

交点 i cal BC2300

l σ i cal BC2400～ 2380,2360～ 2220

2 σ i cal BC2460～ 2200
Beta-194640

福田 KⅡ 式～縁

帯文土器成立段

階

報告21:分析番号

No5

8 第15次
貯 蔵 穴 SF

16
堅果類 AMS法 3890± 5( -27, 3850± 5(

交点 i calBC2300

l σ i calBC2430～ 2210

2o:calBC2465～ 2145

Beta-134021
《福 田 KⅡ 式 ～

縁帯文土器成立

段階)

報告19:分析番号

No2

9 第17次 住居 1-炉 1 炭化物 AMS法 3砕0■ 4( -234 ,770± 4(

交点 :cal BC2200

lo:cal BC2270～ 2260,2220～ 2140

2 σ i cal BC2300～ 2120,2100～ 2040

Beta-195251
縁帯文土器成立

段階

報告21:分析番号
No 6

10 第 8次
土坑 K5-
炭層

炭化物 3880± 130B P(1930B C〉 Cak-16417 報告 8

第23次
河道 1

杭群
抗 β線計数法 3670± 4( -27〔 〕630± 4(

交点 i cal BC1970

l σ i cal BC2030～ 1940

2σ :cal BC2130～ 2080,2060～ 1890

Beta-206670
(中 津式～福田
KⅡ 式》

報告22:杭

No 184、 分析番召

No 10-2005年

12 第23次
河道 1

杭群
杭 β線計数法 3650± 7( -30そ 〕560± 7(

交点 i cal BC1900

l o i cal BC1970～ 17‐0

2o:cal BC2120～ 20902050～ 1720

Beta-146335
(中 津式～福田

KⅡ 式)

報告22:杭
No 55、 分析番ち

No l-2000年

13 第23次
1可道 ユ

杭群
杭 β線計数法 3520± 4( -27「 3480± 4(

交点 :cal BC1760

l o i cal BC1880～ 1740

2σ :cal BC1900～ 1690

Beta-206671
(中津式～福田

KⅡ 式)

報告22:分析番掲

No ll-2005年

14 第23次
河適 1

杭群
杭 β線計数法 3250± 7( -2: 3210±К

占
い
ｏ

σ

交

１

２

:caI BC1490

cal BC1530～ 1410

cat BC1630～ 1380

Beta-172002
《中津式～福田

KⅡ 式)

報告22:分析番蝙

No l-2002年

第17次
竪穴住居状

遺悔l― 炉3
炭化物 AMS法 2930± 5( -23を 3950± 51

占
♂

σ

一父

１

２

i caIBCl140

i calBC1260～ 1055

:calBC1305～ 1000

Beta-134022
縁帯文土器成立

段階

報告21:分析番ち
No 3

16
試掘

(T37)

T6-「 黒

色土」の下
,魯

炭化物 β線計数法 〕800■ 6( -2〔 3840± 6(

占
ヽ

σ

σ

一父

１

２

:cal BC1000

cal BC1060～ 920

caI BCl190～ 840

Beta-146336 年報18

17 第筋次

第 2地点―

15層 (「黒色

土Jの 下唇 )

炭化物 AMS法 」690± 5( -2[ 3720± 5(

占
い

ｏ

σ

交

１

２

:calBC840

caIBC910～ 820

calBC975～ 805

Beta-134019
報告21:分析番ち

No 2

第23次 河道 3、 堰 木材 β線尉教法 ど700± 5( -28〔 2640± 5(

交 点 ic』 BC810
l σ i cal BC820～ 790

2 σ i cal BC880～ 780

Beta-206669
《弥生前期中葉
～後葉)

報告22:支保材2,

分析 番 号 No9-
2005年

第23次 河道 3、 堰 杭 β線計数法 ,660± 6( -29( 2590± 6(

交点 i cal BC790

l σ i cal BC810～
‐
80

2σ :cal BC830～ 750,700～「D40

Beta-206668
《弥生前期 中葉

～後葵》

報告22:
W35(杭 3)、 分析遷

号 No 8-2005年

第 3次 13層
土器付着

炭化物
AMS法 ウ580■ 4( -261 2560± 4(

交点 i cal BC790

lo:cal BC800～ 770

2σ :cal BC810～ 760,680～ 550

Beta-206666 突帯文土器

報告 5:
図49-207、 測定犯

は本紀要

第 3次 貯蔵穴 SPl 堅果類 AMS法 〕620■ 4( -284 2560± 4℃

交点 :calBC785
lσ :calBC795～ 770

2 σ i calBC810～ 755,BC680～ 550

Beta-134020 突術文土器

報告 5、 測定値は

報告 19、 分析番号

No l

第 3次 13帰彗
土器付着

炭化物
AMS法 を5紹Э±4( -261 2550± 4C

交点 i cal BC780

l σ i cal BC790～ 770

2σ :cal BC800～ 750,700～ 540

Beta-206667 突帯文土器
報告 5:図 40-36、

測定値は本紀要

第23次 河道 2
土器付着

炭化物
AMS法 2550± 4( -26( 2520± 40

交点 :cal BC770

l σ i cal BC790～ 760,680～ 550

2σ :cal BC800～ 520

Beta-206942 突帝文土器

報告22:図 38-4、
分析 番 号 No l―
2005年

第23次 河道 3
土器イ句着
炭化物

AMS法 9510± 5( -264 2490± rD0

交点 i cal BC760,640,560

l σ i cal BC780～ 520

2σ :cal BC790～ 410

Beta-206943 弥生前期 中乗

～後葉土器

報告22:図鬱 -36、

分 析 番 号 No 2-
2005年

第22次

第 2地点―

13層 (「黒色
キ ヽ

炭化物 AMS法 И90± 6( -22( 2530± 60

交点 i calBC775

lσ :calBC795～ 750,caIBC695～ 540

2σ :calBC810～ 415

Beta-134018 報告211分析番号

No l

「黒色土」:三

昇と緊銹笠優を8容写蒼蓬蒼的な土層      lj::::協権重1        華告1嵩Ξ奨豊蓬舌書課晃撮名馨景馨
もの

Cak:学習院大学、Beta:ベ ータ社
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第 2節 構内遺跡の研究

はそれを覆う土層には福田KⅡ 式の土器片がわずかに含まれることから、縄文時代後期の時期を想定 した報告を

行った。

試料 2は土坑Kl内の炭化物である。同遺構は平面規模が95× 85cm、 深さ32cmを 有す。内部には焼土あるい

は炭化物の堆積土層が確認される (図 7-b)。 分析を行つた試料は、土坑使用段階に形成された木炭である。

試料 3は 土坑 6内 の炭化物塊である。同遺構は平面規模72× 52cmが復元 され、深 さは17cmを 測る。埋土

は、前述の土坑 Klと はやや異なり、堆積土層全体に炭化物が多 く含まれ、被熟 した大形の角礫が認められる。

土坑 Kl・ K5と はそれぞれ 7m程度の距離を有する。

試料10は土坑K5内の木炭である。同遺構は平面規模が165× 121cm、 深さ25cmを 測 り、内部には多量の焼土

と木炭塊が堆積するなど、土坑Klと の類似性が高い。同土坑とは約10m程度の距離をもつ。

試料 4・ 5(図 8):第 27次調査の炉 1・ 2に伴 う試料である。両炉の検出面では、他に炉 1基・焼土と炭の集

中箇所数力所のほか土坑 3基が検出された (図 8-a)。 同面で出土する遺物は少量であるが、縄文時代後期初

頭の中津式に属する土器のほかに、やや下層からは中期に遡る土器がわずかに確認されている。

試料 4は炉 1の 内部から出土 した炭化材である。炉 1は 、4m前後の範囲に窪み部と被熱痕を残す張 り出 し

部で構成され、焼土塊や炭化物の集中堆積が認められる。試料は、その焼土あるいは炭化物の堆積層間に位置す

る。炉内からの出土遺物は皆無であるが、ごく周辺の検出面において遺物が集中的に分布する。これらの土器

(図 8-b)は 中津式にあたり、炉 1周辺以外では出土遺物が極めて少ないことから、同遺構 との共伴関係が想

定される。

試料 5は、炉 1と は 4～ 5mの 間隔をもつ炉 2の上層に集中的に包含された炭化物である。炉 2は 4m前後

の範囲に窪み部 と張 り出し部を有 し、被熟痕あるいは焼土・炭化物の包含などの点で炉 1と 共通 した特徴 を示

す。試料をサンプリングした土層中からは、中津式の土器 (図 8-c)が まとまって出土 している。

試料 6・ 7(図 9-a・ b):第 17次調査で検出された土坑 9の試料である。同土坑は平面規模が2.6× 2.3m、

深さ50cmを 測 り、埋土は黒色土に近い上層 と黄色系の色調を示す下層 とに大別 される (図 9-a)。 土質の明

瞭な差異に加えて、両層間には出土遺物量あるいは土層堆積状況などの点で堆積環境の違いが窺われた。

試料 6は上層にあたる 1層 の土壌に含まれる炭化物である。上層からは福田KE式～縁帝文土器成立段階を中

心とした土器 (図 9-b)が 集中的に出土する。試料 7は下層にあたる 3層 の土壌に含まれる炭化物である。土

器の出土量は非常に少なく、縄文時代後期 と判断されるのみである。

試料 8(図 10)i第 15次調査地点の貯蔵穴 SP16内 に残された堅果類 (カ シ類)である。試料は上層 (2層 )か ら

出上 してお り、貯蔵されていた堅果類と判断される。その採集時期は貯蔵穴使用時期に一致すると考えられる

が、明確な時期を示す共伴遺物は認められない。参考となる土器は、同一面に広がる貯蔵穴から出土 した福田K

Ⅱ式の土器、そして、同遺構が河道斜面下端付近に構築されているという点から、河道内に豊富に包含される福

田KⅡ 式～縁帝文土器成立段階を中心とする土器があげられる。その他に、河道内からは里木Ⅱ式・縄文時代中

期末段階 。中津式・縁帯文土器がわずかに出土する。

試料 9・ 15(図 9-c・ d)i第 17次調査で調査 された竪穴住居状遺構 1に伴 う炉址 2,3か らの試料である。

土壌サンプルとして採集 した炭化物について 2回 にわたる分析を行つた。試料15が2000年の分析試料であり、試

料 9は 2002年 に同じ土壌サンプルから試料を再度採集 した 2回 目の分析試料である。

分析対象とした 3層 は、炉 2か ら炉 3へ と炉が再構築されるなかで形成された土層であり、炉 3の使用に伴う

被熱壁面を構成する。その上面には炉 3に伴 う 1個体の深鉢 (図 9-d:土 器 2)が張 り付いて出土 し、炉 2上

面にはその深鉢に続いて別の深鉢片 (同 :土 器 1)が残る。この土器の特徴は縁帯文土器成立段階を示 してお

り、竪穴住居状遺構の床面出土土器の時期とも一致する。覆土には福田KⅡ 式～津雲A式の上器を含むが、分析

試料の形成に最も関わりが強い炉 2・ 3の時期は、縁帯文土器成立段階と考えている。

-9-
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Ｎ

キ
Ｎ
！川Д判トキー十
　
げ
・

乳

25m
一 b

試尉 団

・炭粒     匡三]焼土

。焼土粒    匠三]赤変部分

0

|   |   |   |
0                10m

1 暗黄協色上 (木 炭)   7 暗褐色土 (木 炭、焼■ )

図 6 津島岡大遺跡第 7次調査

2 晴褐色上
3 黄褐色土

図 7 津島岡大遺跡第 3次調査

4 黄褐色上(Mn)    10 暗褐色土(木 炭塊)

5 暗寅褐色主(Mn、 木炭)11 暗褐色土(木 炭多)

6 黄褐色i(Mn多 )   12 黄掲色土(壁 の崩落)

b土坑 Kla遺構配置図

図 8 津島岡大遺跡第27次調査

8 暗褐色砂質上

9 暗褐色■ (木 炭 )

盛鰈浚 追述ゴ:

b炉 1周辺出土土器

鑢 勃

導イ弐輯典
籍勢 鱒 懲
i鵡―/

＼_章

.鵡あ労

季リ
螂 ぇ
絣.ヽ 4充

0         10cm

倦<:贔
l言
デ

2

写真 3 炭化材出土状況

7

鍵坑12
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第 2節 構内遺跡の研究

期 、受蕃覇劾 8瑾鰈雲
｀

〈上層〉 く下層〉 0          1m
b土坑 9出土土器l 黒褐色粘質± 3.灰色粘質土

2.暗灰色粘質± 4 明灰色～灰褐色粘質土
5 責褐色弱粘質土

a土 坑 9

□ 絲配2]

匡コ被熟I」 ■

Eコ 焼土粒分布範囲

試料番号 9・ 15

Э             locm

c竪穴住居状遺構 1内炉 2・ 3          d竪 穴住居状遺構 1内炉 2・ 3出土土器

図9 津島岡大遺跡第17次調査

試料11～ 14:試料は第23次調査において河道 1内 に打ち込まれた杭群の中の 4点である。200本以上の杭で構成

される杭群には複数の機能が想定されているが、その利用に関しては一連のものと捉えられている。河道内から

は、縄文後期初頭～前棄 (中津式・福田KⅡ 式)を 中心とした土器が出土する。後期中葉のものは小片であり数

点が含まれるのみである。

試料の杭は、いずれも先端を炭化させてお り、樹種はコナラ属アカガシ亜属である。樹皮は試料14を 除く試料

11～ 13で 残っている。試料11は 直径 3cm、 残存長45cm、 試料12は 直径2.7cm、 残存長34.lcm、 試料13は 直径

2.6cm、 残存長19。 4cm、 試料14は直径 3cm、 残存長20.4cmを 測る。

試料16:試料は第17次調査地点の南狽1で実施 した試掘調査において採集 した土層中の炭化物である。分析対象と

雌
≫

鵬
減

0         05m

―

図9d-2

ン /
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%

0         10cm

l 灰黒色粘土 (炭 、粘土粒 )

2       ク

8m     3 茶黒色粘土 (木皮 棠多)

4 灰黒色粘上 (葉 )

5 灰色粘土(堅果類)

6 堅果類層

ど

＼ M倒

試料番号 8

〔SP16〕

1 灰色粘質土 (白 色砂)   4 灰色細砂
2 灰色砂～砂質土(堅果類少)5 暗灰色粘質土 (細砂多
3 茶灰色細砂       6 灰色細～粗砂

有機物少

試料番号 21

0           1

a貯蔵穴SPl

図10 津島岡大遺跡第15次調査

試料番拝チ22
b13層出土土器

図‖ 津島岡大遺跡第 3次調査

試料番号 20

試 料 番 号 23

0          10cm

―

試料番号 18。 19(堰)関連土器

図12 津島岡大遺跡第23次調査

した土層は、津島岡大遺跡において「黒色土」として鍵層になっている土層である。ただし、同地点において

は、通常の「黒色土」と比べると、土層の厚さが非常に薄く下層との境が不明瞭で漸移的な状態にあつた点は注

意しなければならない。津島岡大遺跡ではこの「黒色土」から突帯文土器あるいは弥生前期土器が出土する場合

が多いが、サンプリングを行つた同地点では遺物は出土していない。

試料17・ 25:両試料は第22次調査において採集した堆積土中の炭化物である。試料17は 「黒色土」の直下に堆積

する15層 (第 17・ 22次調査基本土層)に 、試料25は 「黒色土」にあたる13層 (同基本土層)に 、それぞれ含まれ

る。いずれも時期を示す遺物は出土していない。

試料18。 19(図 12):試料は、第23次調査の河道 3内 に構築された堰の構成部材 2点である。同河道は、前述し

た試料11～ 14が位置する縄文時代後期の河道上部に重複する。堰は杭 7本 と支保材 3点などで構成される。

試料18は 3本の支保材の中央に位置し、189,4cmの 長さをもつ丸木材で、樹種はヨナラ属ヨナラ節である。

試料19は 7本で構成される杭列の西から3番 目に位置 し (報告 :杭 3)、 中心的部材として堰を構成する。直

径は11.2× 10.6cmを 測る九木材で、長さは44.8cmが残る。樹種はコナラ属クヌギ節である。両試料は、その

位置関係から一連の構造物を成すことは明らかであり、使用時期はほぼ一致する可能性が高い。時期を考える上

0          10cm

試料番号 24
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第2節 構内遣跡の研究

で参考になるのは、堰に絡み合うように出土 した弥生時代前期中葉の土器 (図 12:土器 4)あ るいは同堰から溝

への取水日にあたる位置に置かれた弥生前期中葉～後葉の重 (同 :土器 3)があげられる。また、同河道から

は、後述する試料24(同 :土器 2)が出土 している。

試料20。 22(図 11-b):試料20(図 11-b:土器 2)と 試料22(同 :土 器 1)は、第 3次調査 において13層

(同調査基本土層)か ら出土 した突帯文土器の外面に付着 した炭化物である。河道斜面に堆積する同層からは、

突帯文土器を中心とした多量の土器が集中して出土 した。土器の特徴から縄文時代晩期の前池式 と沢田式の間に

位置する土器群 として報告 している。

試料21(図 11-a):試料は、第 3次調査地点において河道斜面下端に構築された貯蔵穴 SP lの最下層 (4層 )

に貯蔵された状態で堆積 した堅果類 (カ シ類)である。河道斜面には、前述の試料20。 22を 含む土器群が貯蔵穴

直上を覆つており、同貯蔵穴内から出土 した突帯文土器とともに、その埋没時期を窺わせる。

試料23(図 12):試料は、第23次調査の河道 2か ら出土 した突帯文土器 (図 12i土器 1)の外面に付着 した炭化

物である。同河道からは突帝文土器がまとまって出土 し、弥生土器を伴わない。

試料24(図 12):試料は、第23次調査の河道 3か ら出土 した弥生時代前期の甕 (図 12:土器 2)の外面に付着 し

た炭化物である。前述 したように同河道は試料 18・ 19に あたる堰が設置された河道である。土器は 3条 の沈線な

どから前期中葉～後葉に属すると判断される。

c.考 古学的成果 と分析結果 との関係

ここまで、試料 1～ 25に ついて考古学的資料からその内容を説明した。次に、発掘調査から年代を推 し量った

試料に関して、放射性炭素測定値 (表 2・ 図13)と の関係を整理 しておこう。

まず、縄文時代後期の土器が直接的あるいは間接的に共伴する試料 4～ 9・ 11～ 15について確認 しよう。試料

4・ 5で は中津式、試料 6～ 8で は福田KⅡ 式～縁帯文土器成立段階、試料 9。 15で は縁帯文土器成立段階、試

料11～ 14で は中津式～福田KⅡ 式が主体をなす。それに対 して分析から得られる数値は、試料 4・ 5で は交点B

C2450(lσ :B C 2480～ 2310、 2σ :B C 2570～ 2210)と 交点B C 2450(lσ :B C 2470～ 2300、 2σ :BC

2570～ 2520・ 2500～ 2210)であ り、交点あるいは2σ でほとんど一致する。一方、試料 6～ 8で も、その数値

は、例えば試料 6(lσ :B C 2460～ 2300、 2σ :B C 2470～ 2220)を みてもわかるように、試料 4・ 5の数値

とかなりの部分で重複する。交点では、試料 6,7・ 8は B C 2400。 2380・ 2360、 B C 2300、 B C 2300を それぞ

れ示 し、試料 4・ 5よ りは若干新 しい値 となるが、数値域の多 くが重複する点は見過ごせないであろう。

さらに、考古学的見地とは明らかに一致 しない場合が指摘される。試料 6・ 7に関して分析数値を比較 してみ

よう。両試料は同一土坑の上層 (試料 6)と 下層 (試料 7)にあたる。当然、試料 6は試料 7よ りは新 しい数値

が予想されるが、分析数値は2σ では重複 しつつ交点では下層にあたる試料 7の値の方が新 しい。その差は100

年～60年の幅を見せてお り、堆積順序とは逆転することとなる。その他に、試料 9と 試料15に も、サンプル位置

がごく近い試料間にもかかわらず、大きな数値の差が認められる。両試料は同一の土壊サンプルから抽出した試

料であり、共伴土器は縁帯文土器成立段階の土器である。それにもかかわらず、例えば試料 9の 2σ では全体で

B C 2300～ 2040、 試料15で はB C 1305～ 1000年 を示 し、1000年前後という大きな差が生 じている。確かに、試料

9だ けを取 り上げると、交点あるいは2σ の値は試料 6～ 8よ りもやや新 しい傾向を示す点から、両試料間に認

められる土器型式の関係 と相容れないわけではない。しかし、 2σ が示す数値域の一部で、異なる土器型式を伴

う試料 6,7と 重複する点はやはり注意 してお く必要があろうし、また、試料15の数値を否定する根拠も求めら

れないことは言うまでもない。

試料11～ 14についてはどうであろうか。同試料は縄文時代後期の河道内に打ち込まれた杭で、使用段階に強い

関連性を有する構成材と評価される。そして、同河道内出土の土器は中津式～福田KⅡ 式が大半である。それに
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(試料番号〉

卜

3300   3100   2900   2700   2500   2300   2100   1900   1700   1500   1300   1100    900    700    500    300

(BC年 )

図 13 津 島岡大遺跡 にお ける暦年較正年代

対 して、各杭の分析から得られた数値は、交点でB C 1970・ 1900。 1760・ 1490、 2σ 全体ではB C 2130～ 1890、

B C 2120～ 1720、 B C 1900～ 1690、 B C 1630～ 1380と いうバラツキを示す上、出土土器の編年観とは大きな開き

を見せる。これは、中津式にあたる試料 4、 同 5の数値 (交点 :B C 2450、 2450)あ るいは福田KH式～縁帯文

土器成立段階の試料 6～ 8(交点 :B2400・ 2380・ 2360、 2300、 2300)と の比較でも明らかである。

次に、突帯文土器あるいは弥生土器を共伴する試料 18。 19・ 20～ 24を検討 しよう。

まず、試料18。 19は、前述の試料11～ 14と 同様に、河道内に設けられた堰を構成する部材であり、各部材間の

利用時期に大 きな差は認めがたい。分析で得 られた数値は、試料18と 19は交点でB C810と B C 790、  lσ の範囲

でB C820～ 790と B C810～ 780と 、非常に近い数値を示すが、 2σ (試料18:B C 880～ 780、 試料19:B C 830

～750、 700～ 540)で は試料18に古い数値域そして試料19に新 しい数値域が現れる。試料19の この数値を他の試

料と比較すると、試料20～ 23に 近似 し、試料24と もかなり重複する。

ここで、試料20～ 24の状況を確認 してみよう。試料20・ 22・ 23は突帝文土器、試料21は突帯文土器を共伴する

堅果類、試料24は弥生時代前期中葉～後葉の土器からの炭化物である。試料20～ 22の分析数値は交点・ lσ ・ 2

σ数値に関して非常に近似 した値を示す。こうした関係は、試料21を 伴う貯蔵穴の直上に試料20・ 22を 含む堆積

層が覆う状況や出土土器の特徴が共通するという発掘調査成果と矛盾 しない。一方、 2σ の値を比較すると、試

料20～ 24の上限はすべてB C810～ 790の 中に収まり、下限では試料20～ 23で B C 550・ 540あ るいは520、 試料24

でB C410と なる。つまり、これらの試料に対応する突帯文土器と弥生前期中葉～後葉の土器に関しては、測定

値幅の多 くの部分で重複することとなり、土器の編年観とは必ず しも一致 しない。

再び、試料18・ 19に立ち返ると、発掘調査からは弥生時代前期中葉あるいは中葉～後葉の上器が同試料に伴う

可能性が高いのに対 して、 2σ の数値は、試料24(弥生時代前期中棄～後葉の土器)と 重複 しつつ、試料20～ 22

(突帯文土器)に より近い値を示す結果となっている。このように、試料18・ 19についても、分析数値 と共伴土

器の年代観に関して試料20～ 24と 同様の問題が指摘される。

最後に、縄文時代 とした試料の中で、共伴土器が認められず時期が不明な遺構の試料 1～ 3・ 10② について

○ :交点、
―

:lσ の数値、
―

:2σ の数値
● :HC年代
<………………→ :同 一遺構の試料
( ):共伴土器型式 ,時期
《 》 :周辺から出上し関連性が高い土器型式 時期
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は、縄文後期の可能性が報告されている。それに対 して、分析数値は試料 1・ 2が縄文時代中期に、試料 3・ 10

は同後期にあたる値を示すと考えられるが、これらの分析数値に関しては、
HC年

代にとどまってお り、その評

価については参考資料としておきたい。

d.成果 と問題点

各試料に関して考古学的な評価と放射性炭素測定法によって得られた数値との関係を確認すると、両者が一致

した方向を示す場合と明らかに矛盾を生じている場合とが存在することがわかる。

縄文時代後期の土器編年については、後期初頭に位置づけられ中津式と併行関係にある称名寺式の年代力認470

c』BCこ ろ (2500～ 2450calBC)と されている0点 と比較すると、中津式土器を共伴する試料 4・ 5の数値 (交

点 calBc2450)あ るいは、それに続 く試料 6～ 8な どとの関係は、比較的良好な対応関係を保つと評価できるか

もしれない。しかし、実際の年代は数値域の幅の中の一時期にあたることを考慮すると、これらが必ずしも同時

性あるいは時期的な差を現しているとは言い難い点は注意しなければならない。また、同一土坑内での上下層で

の数値の逆転 (試料 6・ 7)、 同一サンプル内での数値の違い (試料 9。 15)、 あるいは河道内の杭 (試料11～

14、 試料18・ 19)に認められるような共伴土器との飢齢、突帯文土器と弥生土器の重複 (試料20～ 24)の よう

に、考古学的評価とは異なる数値が同時に存在することも事実である。イレギュラーと感 じられる数値に対 し

て、様々な解釈を行うことは可能であろう。しかし、データを取捨選択する明確な根拠を考古学的な解釈から認

めることは困難な場合が多い。炭素14年代測定法に対して全 く否定するものではないが、実際の遺跡・遺構を評

価する場合、分析で得られた数値をどのように解釈するかという点で、慎重であるべきだと考える。

先後関係に関して比較的矛盾を見せない縄文時代後期においても、接近する型式間レベルの問題では、かなり

の重複関係を示すこれらの試料を見る限り、数量的な裏付けなしに論 じることは危険であることも明らかであ

る。考古学的な十分な検証を踏まえた上で、データの蓄積を進めることが必要であることは言うまでもないだろ

う。今後、考古学的検証を十分に踏まえた試料を蓄積することによつて、こうした分析データを実態に沿ったも

のへとつなげていくことが重要であり、そうした作業のなかで、暦年代の問題も考えていくこととしたい。

(山本悦世 )

なお、試料12・ 14・ 16の年代測定には、平成12年度～平成13年度科学研究費補助金 (研究代表 :山本悦世 基

盤研究にヽ 2》 〈課題番号12610414〉 および平成14年度～平成15年度科学研究費補助金 (研究代表 :山本悦世 基

盤研究(Cヽ 2》 く課題番号14510427〉 の成果の一部を含む。

註 (1)石材同定あるいは動物遺体の同定あるいは樹種同定の一部が肉眼同定で行われている。

(2)第 7次・8次調査の分析データは1995年の分析である。

(3)小林謙-2004『 縄紋社会研究の新視点―炭素14年代測定の利用―』六一書房 106頁

参考文献

中村俊夫2003「波射性炭素年代測定法と暦年代較正」F環境考古学マニュアル』同成社

春成秀爾2004「近畿 中国の実年代JF弥生時代の実年代』同成社

小林謙-2004『縄紋社会研究の新視点―戊素14年代測定の利用―』六一書房

挿図出典

図6～ 12:津島岡大遺跡の各調査地点の発掘調査報告からの引用、一部加筆

第23次調査以外の発掘調査報告は59頁付表 5に掲載

津島岡大遺跡第23次調査 :野崎貴博ほか2006F津島岡大遺跡17』 岡山大学構内遺跡発掘調査報告第22冊 岡山大学埋蔵文

化財調査研究センター
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第1章 津島岡大遺跡の調査・研究

表 3.自然科学的分析一覧

A.年代測定関係

遺跡名 調査次 種 類 点数 分析方法 測定値の報告 本稿掲載試ll番 号 分析機関 分析者

津島岡大 第3次調査 貯蔵穴内堅果類 l 放射性炭素年代測定 報告19 い古環境研究所 (Beta社 )

津島岡大 第3次調査 貯蔵穴内堅果類 l 放射性炭素年代測定 国立歴史民俗博物館

津島岡大 第3次調査 土器付着炭 2 放射‖生炭素年代測定 本紀要 20  22 的古環境研究所 (Beta社 )

津島岡大 第3次調査 土器付着炭 1 放射‖生炭素年代測定 国立歴史民俗博物館 的古環境研究所(Beta社 )

津島岡大 第 5次調査 土器付着炭 l 放射性炭素年代測定 国立歴史民俗博物館 lll古環境研究所(Beta社 )

津島岡大 第 7次調査 炉内炭化物 1 放射性炭素年代測定 報告 9 l 学習院大学 木越邦彦

津島岡大 第 8次調査 土坑内炭化物 3 放射性炭素年代測定 報告 8 2 3・ 10 学習院大学 木越邦彦

津島岡大 第15次調査 貯蔵穴内堅果類 1 放射‖生炭素年代測定 幸Rぞ子19 8 い古環境研究所 (Beta社 )

津島岡大 第15次調査 貯蔵穴内堅果類 2 放射性炭素年代測定 国立歴史民俗悼物館

津島岡大 第 15次調査 土器付着炭 2 放射性犬素年代測定 国立歴史民俗博物館 帥古環境研究所(Beta社 )

津島岡大 第17次調査 住居内炉の炭化物 2 放射‖生炭素年代測定 幸Rぞ子21 9  15 仰古環境研究所 Beta社

津島岡大 第17次調査 土坑内炭化物 2 放射性炭素年代測定 幸Rゼ子21 6 7 い古環境研究所 Beta社

津島岡大 第22次調査 土壊内炭化物 2 放射性炭素年代測定 報告2ユ 17  25 い古環境研究所 Beta社

津島岡大 第23次調査 土器付着氏 2 放射‖生炭素年代測定 報告22 23  24 爛古環境研究所 Beta社

津島岡大 第23次調査 杭 1 放射‖生炭素年代韻l定 紀要2001,報 告22 い古環境研究所 Beta社

津島岡大 第23次調査 杭・木材 5 放射性炭素年代預I定 報告22 11,13141819 い古環境研究所 Beta社 )

津島岡大 第27次調査 炉内炭化材/炭 化物 2 放射性炭素年代測定 報告18 4 5 的古環境研究所 Beta社

津島岡大 第28次調査 杭 1 放射‖生炭素年代測定 い古環境研究所 Beta社 )

津島岡大 試掘 (T37) 土壊内炭化物 1 放射‖生炭素年代測定 報告18 仰古環境研究所 (Beta社 )

津島岡大 第 7次調査 炉内炭化材 l 熟残留磁気測定 報告 9 島根大学 時枝克安

B.植物珪酸体分析

遺跡名 調査次 種類 報告 分析機関、分析者

津島岡大 第 2次調査 土壌 報告 2 大分短期大学 生々木章

津島岡大 第 5次調査 土器胎土 報告 7 宮崎大学 藤原宏志

津島岡大 第17 22次調査 土 壌 報告21 株)古環境研究所

津島岡大 第23次調査 土 埃 幸R々子22 株)古環境研究所

津島岡大 第27次調査 土 壌 幸Rぞ子18 株)古環境研究所

津島岡大 第28次調査 土 壌 株)古環境研究所

津島岡大 試 掘 (T37) 土 壌 株)古環境研究所

屁 田 第13次 調査 土 壌 株)古環境研究所

〈表 3の凡例〉

報告 :岡 山大学構内遺跡発掘調査報告
分析者 :分析依頼を行った時点の所属を示す。

C.花粉分析

遺跡名 調査次 種類 辛R:子 分析機関、分析者

津島岡大 第 2次調査 土 壌 報告 2 岡山理科大学 三好教夫

津島岡大 第6次調査 土 壌 報告 9 岡山理科大学 三好教夫

津島岡大 第 8次調査 土壊 報告 8 岡山理科大学 三好教夫

津島岡大 第23次調査 土 壌 幸Rぞ争22 株)古環境研究所

津島岡大 第27次調査 土 壊 報告18 株)古環境研究所

津島岡大 第28次調査 土 壊 株)古環境研究所

津島岡大 試掘 (T37) 土壊 株)古環境研究所

鹿 田 第13次 調査 土 壊 株)古環境研究所

Dl.植物遺存体 1

造跡名 調査次
試 料

分析方法 二
口 分析機関 分析者 成 果

遺構 造物 種類

鹿田 第 1次調査 井戸27 灰 灰像分析 れ三幸R12 東京大学 松谷暁子 イネ籾 藁

鹿 田 第 1次調査 住居19炉 炭化物 (灰 ) 灰像分析 年報12 東京大学 松谷暁子 イネ科

鹿 田 第3次調査 井戸 2 炭化物 (灰 ) 仄像分析 報告 4 東京大学 松谷暁子 イネ籾 藁

鹿田 第5次調査 井戸 4 灰 灰像分析 年報12 東京大学 松谷晩子 イネ籾 藁

津島岡大 第 7次調査 炉 1 炭化物を含む土 灰像分析 年報12 東京大学 松谷暁子 未検出

津島岡大 第 3次調査 縄文土器 炭化植物 走査顕微鏡観察 報告 5 東京大学 松谷暁子 不 明

津島岡大 第 5次調査 縄文土器 炭化植物 走査顕微鏡観察 報告 7 東京大学 松谷暁子
ユリ科ネギ属 (ノ ビルの

断定はできない)
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D2.植物遺存体 2く 種子〉※正式報告を行ったもののみを掲載

遺跡名 調査次 試料採集遣構 分析方法 幸Rモ写 分析機関 分析者

鹿田 第 3次調査 井戸 2 実体顕微鏡観察 報告 4 東京大学 松谷暁子

鹿田 第 1次調査 井戸 1 実体顕微鏡観察 報告 3 大阪府立大学 藤下典之

鹿 田 第 5次調査 土抗15 実体顕微鏡観察 漁ユ号軍2002 元九州大学 小西猛

鹿 田 第 1次調査 井戸 実体顕微鏡観奈 卒FR=子 3 元岡山大学 笠原安夫 武田満子

鹿 田 第 3次調査 井 戸 実体顕微鏡観察 辛R=子 4 大阪府千代田短期大学 粉川昭平

鹿 田 第 5次調査 井 戸 土坑 実体顕微鏡観察 幸Rぞ子6 大阪府千代田短期大学 粉川昭平

鹿 田 第6次調査 井 戸 実体顕微鏡観察 年幸R14 岡山大学 沖陽子

津島岡大 第3次調査 貯蔵穴 実体顕微鏡観察 幸Rセ子5 大阪府千代田短期大学 粉川昭平

津島岡大 第 5次調査 貯蔵穴 実体顕微鏡観察 報告 7 岡山大学 沖陽子

津島岡大 第6次調査 貯蔵穴 実体顔微鏡観察
報告 9

年幸R13
大阪府千代田短期大学 lDk川昭平
岡山大学 沖陽子

E.動物遺存体 (報告書刊行分)

遺跡名 調査次 試料採集遺構 種  類 報 告 分析機関・分析者

屁 田 第 次 調 査 井 戸 骨 (ウ マ ) 報告 3 岡山大学 ′島海徹

鹿 田 第 次調査 土器棺 歯 (ヒ ト) 報告 3 岡山大学 小田嶋悟郎

庇 田 第 1・ 2次調査 非 戸 貝 報告 3 比治山女子短期大学 稲葉明彦

鹿 田 第 次調査 柱穴 歯・骨 (ヒ ト) 岡山大学 小田嶋悟郎

鹿田 第 3・ 4次調査 1可道 骨 (ウ シ、イヌ、ニホンジカ) 報告 4 奈良国立文化財研究所 松井章

鹿 田 第 5次調査 井戸 骨 報告 6 奈良国立文化財研究所 松井章

鹿田 第 5次調査 上残墓 歯 骨 (ヒ ト) 報告 6 岡山大学 小田嶋悟郎

津島岡大 第 9次調査 満 骨 (ウ シ、ウ マ ンカ) 報告 14 奈良国立文化財研究所 松井章

F.樹種同定

遺跡名 調査次 分析方法 報 告 分析機関 分析者

鹿田 第 1次調査 肉眼観察 報告3(報告 6,年報10に 再録) 岡山大学 畔柳鎮

鹿 田 第 2次調査 肉眼観察 報告 6(年報10に 再録) 岡山大学 畔柳鎮

鹿 田 第 1次調査 顕微鏡観察 年幸R10 森林総合研究所 能城修一

鹿 田 第 2次調査 顕微鏡観容 年幸R10 森林総合所究所 能城修一

鹿 田 第3次調査 顕微鏡観察 報告 4(幸R告 6冊 ,年報10に再録) 森林総合研究所 能城修一

庇 田 第 5次調査 顕微鏡観察 報告 6(年報10に 再録 ) 森林総合研究所 能城4歩一

津島岡大 第3次調査 顕微鏡観察 報告 5(幸R告 9冊 ,年報10に 再録) 森林総合研究所 能城修一

津島岡大 第 5次調査 顕微鏡観察 報告 9(年 報 10に 再 録 ) 森林総合研究所 能城修一

津島岡大 第6次調査 顕微鏡観察 報告 9(年報10に 再録 ) 森林総合研究所 能城修一

津島岡大 第 9次調査 顕微鏡観察 生
回 4 森林総合研究所 能城4歩一

津島岡大 第12次調査 顕微鏡観察 生
回 4(報告16に 再録 ) 森林総合研究所 能城修一

津島岡大 第10次調査 顕微鏡観察 生
ロ 森林総合研究所 能城修一

津島岡大 第15次調査 顕微鏡観察 生
ロ 森林総合研究所 能城修一

津島岡大 第17次 調査 顕微鏡観察 報告21 森林総合研究所 能城修一

津島岡大 第19次調査 顕微鏡観察 報告17 森林総合研究所 能城修一

津島岡大 第22次調査 顕微鏡観察 報告2ユ 森林総合研究所 能城修一

津島岡大 第26次調査 顕微鏡観察 報告20 森林総合研究所 能城修一

津島岡大 第27次調査 顔微鏡観察 報告18 (株)古環境研究所

G。 その他

遺跡名 調査次 試料の種類 目的・方法 生
ロ 分析機関 分析者

津島岡大 第19次 調査 土 壌 粒度組成分析 報告17 岡山大学 鈴木茂之

津島岡大 第19次調査 土器胎土 (縄文) 粒度紅成分析 報告 7 帝京大学 川西学

福呂 第 1次調査 黒曜石・安山岩 石器産地同定 報告15 岡山理科大学 白石純

鹿田 第 1次調査 ガラス津 成分分析 幸Rモ学3
東京国立文化財研究所 三浦定俊
株式会社ニコン 苅谷道郎

鹿 田 第 1次調査 土壊中の赤色顔料 成分分析 (ベ ンガラ) 幸Rゼ子3 岡山大学 逸見千代子

津島岡大 第12次調査 棒火矢 火薬成分分析 珀己凄辱2003 岡山大学 松田敏彦

津島岡大 第12次調査 棒火矢 金属・定量分析 報告16 岡山大学 柴田次夫

津島岡大 第10次調査 鉄津 成分分析 イ己夢尋2003 川鉄 テ ク ノ リサ ーチ

津島岡大 第19次 調査 鉄 淳 成分分析 紀要2003 川鉄テクノリサーチ

津島岡大 第28次調査 土壌 (黒色土 ) 成分分析 紀要20∝ 岡山理科大学 白石純

鹿田 第12次 調査 漆塗り枕 漆分析 餓元興寺文化財研究所

津島岡大 第 5次調査 漆塗り竪櫛 赤色顔料成分分析 (辰砂 ) 年報11 Fll京 都埋蔵文化財研究所 岡田文男

津島岡大 第 5次調査 赤色顔料塗布耳栓 赤色顔料成分分析 (水銀朱) 報告 5 徳島県立博物館 魚島純一
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第 2章 鹿田遺跡の調査研究

第 1節 調査の概要

本年度は 1件 の発掘調査 と、試掘・確認調査 2件、立会調査 7件 を実施 した (図 19,表 4)。 発掘調査・試

掘・確認調査は、医学部附属病院立体駐車場の新営に伴うものであり、一括 して報告を行 うこととする。また立

会調査のうち、医病構内支障ガス管配管替工事に伴う調査 (調査 3)と 医病構内支障給水管配管替工事に伴 う調

査 (調査 5)についても、その位置が第16次調査地点と近接 し基本的な層序 も一致することから、下記にあわせ

て報告 している。その他の調査 (調査 2・ 4・ 6・ 7)はいずれも近代～近世土層で掘削が終了したものである。

また鹿田遺跡周辺の調査 として、調査 8を 次節に掲載 している。

盾ヨ[ヨ遺 ″膨奉16渉(評拍堡 (立体駐車場エレベーター設置 :鹿田AH～ A16,7区、A F12・ 13区 、AN～ A04区 )

a.調査の成果

本調査地点は鹿田地区のほぼ北東隅にあたる。今回の調査では、近世～近代の畦畔や畝、中世の土坑、弥生～

古墳時代後期頃と考えられる河道などを確認した。これまで鹿田地区の北東部分は、発掘調査が行なわれていな

かったため状況が不明確であったが、周辺地形の変遷状況を概観できるようになった。

調査期間 :2004(平成16)年 10月 21日 ～11月 8日

調査地点と面積 i3ケ 所、総面積 :49.15m2

発掘調査地点 lヶ 所 :40,15m2、 ェレベーターピット範囲 (鹿田AH～ A16・ 7区 )

試掘・確認調査地点 2ヶ 所 :5m2(第 1地 点 AF12・ 13区 )、 4m2(第 2地点 AN～

A04区 )

調査担当 :高 田貫太

主な遺構 :近世～近代の畦畔・畝・溝・土坑 1基、中世の土坑 1基

b.調査の経過

岡山大学鹿田地区では、2004年度に立体駐車場を新営することとなり、そこにエレベーターが設置されること

となった。エレベーター設置には、7.lm× 5,lmの 範囲を現地表面から2.65mの 深さで掘削する必要があり、

エレベーターピット範囲について発掘調査を実施することとなった。また、歯学部棟の北東に隣接する立体駐車

場新営予定地とその周辺は、これまで発掘調査が行なわれておらず、近世～弥生時代の状況が不明確であったた

め、発掘調査に先立ち、2ヶ 所において試掘調査を実施することとした。

エレベーターピット範囲の発掘調査の実施に先立ち、10月 21、 22日 そして25日 に試掘・確認調査を実施した。

発掘調査は10月 27日 から開始し、近世～近代、中世の遺構面、弥生～古墳時代後期の自然河道を調査 したうえ

で、H月 8日 に終了した。

また、試掘・確認 。発掘調査と併行 してガス管・水道管の切換に伴う立会調査 も行なっている (表 4 調査

3・ 5)。 基本的な層序は一致し、遺跡形成を考えるうえで重要であり、ここでは2ケ 所の立会調査地点もあわ

せて、調査成果を報告することにする。
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c.調査の概要

① 位置 (図 14)

本調査地点は岡山大学鹿田地区の北東隅にあたる。調査開始前は

駐車場として利用されていた。西側には医学部附属病院正門があ

り、南西狽]に歯学部棟が建つ。

② 層序 (図 15)

土層の説明、対応関係は発掘調査地点のものを基準とした。

1層 :大正時代から現代までの造成土である。現地表面から約0。 8

～lm下位まで堆積 している。現地表面の標高は、約2.5～ 2.8m

である。

2層 :橙灰褐色粘質土である。灰色粘土ブロックを多く含み、近代

に形成された土層である。

3層 :淡青灰色粘質土で、近世～近代の耕作土である。色調によっ

て細分も可能である。鉄分、マンガンを多く含み、下層には鉄分の

沈着が認められる。発掘調査地点において、畦畔・畝とそれに伴う

溝を確認した。

4層 :茶灰色粘質土で、色調から上下 2層 に区分できる。鉄分、マンガ

第1節 調査の概要

0                      511m

a 発掘調査地点 (エ レベーターピット範囲 )

b 試掘 確認調査地点 1

c 試掘 確認調査地点 2

図14 第16次調査地点位置図

ンを多く含み、下層には鉄分の沈着が確
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1 造成± 2 橙灰褐色粘質土 (Fe Ma) 3a 淡青灰色粘質土 (Fe'Mn) 3b 暗青灰色粘質± 4a 茶灰色粘質± 4b 暗茶灰色粘質土
5 黄茶褐色砂質± 6a 灰褐色粘質土層 (Fc Mn) 6b 灰掲色粘質土 (Fe多 い Mn) 7 茶褐色砂質± 8.灰褐色砂質土
9 灰褐色粘質土 (Fe Mn多 い) 10 橙茶褐色砂質土 (炭化物) 11 暗茶褐色砂質土 (炭化物) 12a.淡 橙褐色砂質土 (Fe・ hヽ多い)

12b 橙掲色砂質土 (Fe'Mn多 い) 13a 橙褐色砂質± 13b 橙黄褐色砂質± 14 橙褐色粘質± 15,橙茶褐色粘質± 16 茶灰掲色粘質土
17 橙茶褐色粘質± 18 茶褐色砂質± 19 茶褐色砂質± 20 淡黄灰色粗砂 21 淡灰色細砂 22 灰褐色粘質± 23 暗青灰色粘質土

図15 第16次調査地点土層柱状図 (縮尺 1/30)
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認できる。 4a層 は茶灰褐色で、発掘調査区ではその上面において不定形なたわみと土坑 1基 を確認 した。 4b

層は暗茶灰色粘質土である。近世の耕作土である。

5層 :黄茶褐色砂質土で、発掘調査区で部分的に確認された土層で、砂質度が強い。 4層が形成される以前に洪

水などの要因によって短期間で堆積 した土層 と考えられる。

6層 :灰褐色粘質土である。 6bは 6aに比べて茶色砂が混 じる。鉄分、マンガンを多 く含み、近世の耕作土と

考えられる。立会調査 3地点では、畦畔状の高まりを確認 している。

7層 :茶褐色砂質土である。立会調査 5地点で確認 した畦畔状の高まりを形成する土層である。鉄分、マンガン

を含む。

8層 i灰tr5色砂質土である。鉄分を多 く含み、近世の耕作土と考えられる。

9層 :橙茶灰色粘質土層である。鉄分、マンガンを多 く含む。中世土器片がまばらに出土 してお り、中世の耕作

土と考えられる。

10層 :橙茶褐色砂質土である。鉄分、マンガンを多 く含む。中世土器片がまばらに出土 している。中世の耕作土

と考えられる。

11層 :暗茶褐色砂質土である。中世土器片を含む。発掘調査地点では上面で土坑 1基 を確認 している。中世の堆

積層であるが、中世土器片がまばらに出土 し、鉄分、マンガンを多 く含むことから、耕作土として利用されてい

た可能性が高い。

12層 :淡橙褐色砂質土層である。鉄分、マンガンを多 く含む。色調により上下 2層 に区分できる。12b層 は12a

層に比べて鉄分の沈着のためか黄色味が強い。立会調査 3地点で、畦畔状の高まりを確認 してお り、中世段階の

耕作土と判断される。

13層 :橙褐色砂質土である。鉄分、マンガンを含む。色調により上下 2層 に区分でき、13bは 13aに比べて鉄分

の沈着のためか責色味が強い。中世段階の耕作土と判断される。

14～ 17層 :橙茶褐色の色調を示す土層である。試掘地点 1に おいてのみ確認される層序であるが、他地点におけ

る同じレベルの上層に比べて粘質が強 く、鉄分やマンガンをあまり含まない。また、16・ 17層 はそれぞれ色調に

よって上下 2層 に区分することも可能である。いずれも下層の責色味が強い。遺物は出土 していない。

18。 19層 :いずれも茶褐色砂質土で、18層がやや暗い色調である。砂質感が強い。中世の耕作土 (9～ 13層 )が

形成される以前の自然河道による堆積層と考えられる。

20・ 21層 :粗砂あるいは細砂である。上面のレベルは、標高1.0～ 1.2mを 測る。発掘調査区では、標高30cmま

で調査を行った。その後、重機によってさらに掘削し、標高約0,lmで湧水地点を確認 した。弥生～古墳時代後

期の土器が比較的豊富に出土し、また流木も検出された。自然河道による堆積層である。

22層 :明灰色粘質土である。試掘・確認調査地点 1でのみ確認された土層である。粘質が非常に強く、鉄分、マ

ンガンを含む。

23層 :明青灰色粘質土である。試掘・確認調査地点 1でのみ確認された土層である。上面のレベルは標高0.8m

である。この層の掘削の結果、標高0.2mで湧水地点を確認し、そこでは流木も検出された。

③ 遺構 。遺物

発掘調査地点において、近世～近代、中世の遺構面を確認した。

(近世～近代〉 (図 16・ 17)

3層 上面で、調査区南半分で畦畔とそれに伴う溝、北半分で畝を検出した。畦畔は東西方向にのびる 1条 (幅

1,9m)と そこから南北にのびる 1条 (幅 lm)を検出した。削平により高さ3cm程が残存 している。畝は3条

確認し、幅1.2～ 1.4m程 である。

4層上面で、たわみと土坑 1基を検出した。たわみは不定形ではあるが、検出範囲の北半部では畦畔状の高ま
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撹乱

ゞヽ
Ａ
升
井
、ヽ

鋤

b

(縮尺 1/100)

b

0             2m

El:中 世遺構

トーンは撹乱部分

図16 近世～近代遺構平面図

り部分が確認できる点や 4層 に鉄分やマンガンが多 く含ま

れる点、たわみの落ち込み部分の埋土が灰褐色粘質土で鉄

分やマンガンを含む点などから耕作に関連するものと考え

ている。土坑は調査区南西隅の側溝壁面で確認 した (図

17)。 平面形状は不明であるが、断面形状から、径130～ 140

cm程の円もしくは楕円形を呈するものと推定される。深

さ67cmで、底面は砂層 (20層 )に 達する。埋土は灰色粘

土ブロックを多 く含み、砂質度が強い。

(中 世)(図 18)

11層上面で土坑 1基 を検出した。土坑 2は調査区南西隅

15m

10m一

暗茶褐色砂質土
茶褐色砂質土
淡橙褐色砂質土
灰褐色砂質土
(橙色粘土ブロック)

橙茶掲色砂質土
仄色粘質土

図17 土坑 1断面図 (縮尺 1/30)

1

2

3.
4.

5.

6.

の側溝付近で確認され、長径190cm、 短径116cmの平面楕円形を呈し、残存深さは23cmである。底面で拳大の

割石 1点が確認された。埋土はほぼ水平な堆積で砂質度が強い。埋土中から中世土器片が出土している。

① 鹿田地区北東部の地形の変遷について

今回の調査によって、鹿田遺跡の北東限周辺の環境をある程度概観できるようになった。以下、その概要を記

す。まず、弥生～古墳時代後期頃には自然河道が通つていたと考えられる。河道による堆積層と判断される20・

21層 (砂層)が調査地点周辺の広範囲に広がる状況が明らかとなった。このような状況は、本調査地点から50m

程西へ位置する正面玄関前の駐車場付近における試掘調査 (1985年 度)に おいても確認されている・ )。 この点を

考慮すると、発掘調査地点付近では、河道は大きく見て東西方向に流れていた可能性がある。

一方で、試掘・確認調査地点 1周辺の当時の状況はやや異なる。他地点で確認された20・ 21層 のような砂層が

確認されず、代わりにそれと同様のレベルで青灰色の粘質土層 (22・ 23層 )が確認された点、14～ 17層 のような

粘質が非常に強い層が厚 く堆積している点などを考慮すると、試掘・確認調査地点 1の周辺は弥生時代から中世

-21-



第 2章 鹿田遺跡の調査研究

まで低湿地のような状態であったことが想定でき、河

岸付近の状況を反映 しているものと判断される。

弥生時代～古墳時代初頭にかけては、本調査地点よ

り南西狽1の医学部附属病院外来診療棟
②や管理棟

0の

周辺に広がる微高地が、鹿田遺跡の中心であったと考

えられている。その微高地部か ら、 lm程低い位置

に当たる本調査地点は、遺跡の北東限であったと判断

され、この時期には河道や流水による砂の堆積が著 し

い環境であつたと判断できる。20・ 21層 (砂層)の下

半部で確認された出土遺物は、そのような環境の中で

流れ込んだものであった可能性を考えることがで き

る。

その後、河道による土砂の堆積が進行 し、中世に比

定される10。 11・ 13層 の段階で耕作地としての利用が

本格的に開始されたものと判断される。外来診療棟や

管理棟の周辺に広がる微高地には中世においても集落

が形成されてお り、そのような生活域に対応する耕作

域が本調査地点周辺に広がっていた可能性が高い。以

後、近世～近代においても基本的には耕作地としての

利用が継続 したようである。 3層上面では、畦畔と畝

があわせて検出されたが、当時の二毛作の状況を反映

1 茶掲色砂質土 (炭化物)

2 暗茶褐色砂質土 (炭化物)

3.灰掲色砂質土 (中世土器片)

4 暗掲色砂質土

図18 土坑 2平 。断面図 (縮尺 1/30)

しているとも評価できよう。 (高田貫太 )

註 (1)山本悦世1987「医学部附属病院基幹環境整備工事に先立つ範囲確認調査」『岡山大学構内遺跡調査研究年報』 3 1985年 度

岡山大学埋蔵文化財調査室 14～ 15買

(2)吉留秀敏・山本悦世編1988『鹿田遺跡 I』  岡山大学構内遺跡発掘調査報告第3冊  岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

(3)松本武彦・山本悦世編1993『鹿田遺跡 3』  岡山大学構内遺跡発掘調査報告第6冊  岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

表 4 2004年 度鹿田地区調査一覧

番号 種類 構内座標 所 属 調 査 名 称 調査期間

睡ｔＣＬ・ｍナ
内 容

ユ 発掘

AH～ A16 7
AF12 13、
ANヽ A04

医病
立体駐車場新営工事 (エ レベータービッ
ト)

1021～ 118 2 5m
調査面積49 15mZ(発 掘調査地点 1、 試掘調査地声

2)近世～近代 の畦畔 溝 畝 土坑、中世の土

坑、弥生～古増の河道 〈鹿田遺跡第16次調査 〉

2 立会
DG DH31
DH33 34

医 歯

病
職員集会所撤去並びに南庭樹木抜根作業 06～ 12m 近代層確認 (CL-12m)

3 立会
AF16、 AFヽ A」 17

AJ 9-16 医病 医病構内支障ガス管配管替工事
1021ヽ
10 25

10～ 19m
接続部で近世～近代の水田層、中世の畦畔を確認。

また、弥生～古墳の,可道 と推定 される砂層を確認 し

た箇所あ り。

4 立 会 CY26 27、 CZ26 医 保健学科棟西側排水管裏替工事 1022 1 15m 造成上内

5 立 会

AE4～ 16

AF～ A■ 6

A19～ 15

AT～ A009

医病 医病樽内支障給水管配管替工事
1027～
118 19 09～ 19m 桝で中世 ?～ 近代の畦畔確認。 また、弥生～古墳¢

河道 と推定される砂層 を確認 した箇所あ り。

立 会

BX12、 BZ CA12
CC12、  C112、  C110

CL10 11
医病

病棟 Ⅱ期新営工事 (パ ネルゲー ト 電桂

設営 )

0531 2 08～09m 造成上内、電柱部分では近代層確認

7 立 会 C013 14 医病
病棟 Ⅱ期新営工事 に伴 う移設工事 (PI

銅管など)

5314 15～ 17m 近世～近代層確認 (CL-15m)



∞

“

疹甥
発掘調査地点 (丸囲み番号 )

第 1節 調査の概要

0                          100

※番号は表4の調査番号に対応する。

図19 2004年度の調査地点 【2】 ―鹿田地区― (縮尺1/2500)

■ o 立会調査地点
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第 2章 鹿田遣跡の調査研究

第 2節 鹿田遺跡周辺の調査

2005年 2月 に、岡山大学が岡山市大供に所有する土地を民間に貸与 して「岡山画像診断センター」を設置する

こととなった。対象地に対 して岡山市教育委員会が試掘・確認調査を実施 した。調査地点は、鹿田遺跡の北西約

0。 3kmに あたる (図 20)。 鹿田遺跡の旧地形を考える上でも有益な情報が得 られてお り、岡山市教育委員会より

図面 。所見の提供を受け、ここに掲載 した。

試掘・確認調査は新営予定地内の南北二箇所に試掘坑を設け、深 さ2.2～ 2.3mま で掘削 し、堆積状況を確認

した (図 21)。

岡山市教育委員会の調査所見では造成土以下、近代～古代相当と考えられる耕作土の堆積が認められ、両試掘

坑 ともに、GL-2.05mよ り下位は、低湿地堆積層 と考えられる白色砂 をラミナ状に含む灰色シル ト層に達 し

た。以上の結果より、本地点では埋蔵文化財包蔵層は認められず、試掘坑 2か らごく少量の土器片の出土がみら

れることから、古代以降は集落に近接 した水田のひろがる地域、それ以前は低湿地や河道跡の状況と考えられて

いる。
(岩崎 )

:霧醤鮎州鉤個
8 灰色シル ト (低湿地堆積層 )

aa′ ゴミ穴堆積

図21 調査 8土層柱状図 (岡 山市教委提供)

(縮尺 1海0)

/o

図20 調査 8位置図 (縮尺 1/6250)

8

試掘坑 ]

表 5 2004年度鹿田遺跡周辺調査一覧

番号 種類 調査主体 調 査 名 称 調査期間
掘削深度
(Gじm) 内  容

8 試掘 確認 岡山市教育委員会
岡山画像診断センター新営に伴 う試掘 確
認調査

05214 22～23m 造成上以下、近代～古代相当の耕作上の堆格状況を

確認。
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第 3節 鹿田遺跡の研究

鹿田遺跡第 5次調査出上の井戸枠材に関する再検討―焼印と木材の規格一

a.は じめに

今回再検討する井戸枠材は、1987・ 88年度に発掘調査がなされた鹿田遺跡第 5次調査 (管理棟)に おいて発見

されたものである。この井戸は、すでに刊行がなされた報告書において、「井戸 6」 として報告がなされている

(松木・山本編1993、 以下『報告」と略す)。 井戸 6は、 3段 (上段・中段・下段)の横桟を有する縦板組構造

の井戸である (図 23)。 近代の建物基礎の下から検出されたため、調査には困難を伴つたが、井戸の底面中央部

からウシの頭骨が、四隅からは土師器皿が出土 し、当時の井戸祭祀を考える上で注目すべ き遺構となった。出土

土器から、井戸の時期は12世紀代～13世紀初頭 という年代が与えられている (図 22)。 一方『報告』において

は、遺存状態の良好な中段・下段の横桟 と、両者の間に設置された支木 4点の実測図が示されたのみであり、紙

幅等の関係から縦板の詳細を含めた枠木材の全体像については言及がなされていなかった。

さて、2005年度の展示会開催のために本井戸の枠木を取 り出した際、縦板に焼印が 2点 の縦板と支木 1点に、

合計 3箇所存在することが新たに判明した。近年、樺と呼ばれる建築素材の規格品と、それに付 された焼印に関

する研究が、岡田文男 と鐘方正樹によつて進展 している (岡 田2002・ 2004、 鐘方2003)。 岡田と鐘方は、見解の

相違もみられるが、刻印や焼印が生産・流通時に付与された属性であることを詳細に論 じている。また岡田は、

実際の長岡京から出土 した井戸枠材の接合作業の結果、長さ376cm(約 1丈

2尺 )、 幅16cm、 (5寸 )、 厚 さ12cm(4寸 )の 原材 を復元 し、それが文献

に記載された博に相当することを論証 した。実際に、今回報告する縦板につ

いても、板どうしが接合する状況を確認することができた。

本論では、保存処理による幾分の変形も予想されるが、未発表であった枠

木や焼印に関する実測図と観察結果について報告する。そして、鹿田遺跡に

おける材木の生産・流通の具体相を探るための基礎的研究を提示 したい。

図22 井戸 6出土土器 (縮尺 1/4)

ｌｍ
一

一

３３
　
　
ぼ

一

※番号は縦板実測図番号に対応

0              50cm c′ 〈c断面〉     IC′

(縮尺 1/20)・ 断面図

くa断面〉

(縮尺 1/40)

◎
皿
　

フ
一
聰
呼
プ
＼

図23 井戸 6平面図
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第 2章 鹿田遺跡の調査研究

b.井 戸枠木材 に関する検討

① 縦板 (図 24～ 28、 30～ 33)

縦板は38点出土 している。そのうち、小片を除く34点 について図化 した。実測図は木裏面を図化 し、材の天地

は井戸構築時の設置状態を基準 とした。

縦板はいずれも割 り裂き材である。縦板の分類と接合作業の結果、 a～ e類 という5組の接合材を確認 した。

接合関係の認められない材については、幅が狭 く下端部付近に穿孔を有する一群をまず抽出することができる。

残 りの穿孔を有さない縦板は、幅広の大型のものから幅の狭い小型のものまでバリエーシヨンが認められる。

i)接合材 (図 24～ 26-Wl～ 12、 表 6)

接合材 b～ e類 は、下端部の加工痕 (筏穴を含む)が一致することで接合が判明 したものである。 したがつ

て、これらの加工は原材の割 り裂 き前に施された属性 といえる。接合材は、木表幅が15～ 18cm(5～ 6寸)と

なることや、割 り裂き材であること、焼印を有するものがあることから、樺に該当するものと考えられる。

a類 (図24-Wl・ 2) 2枚 の材が接合 した。Wlは木口面が平滑となる。W2は 、割 り裂きが元の材の木口

まで到達することなく、剥ぎ取られたものである。

b類 (図24-W3～ 5) 3枚 の材が接合 した。木口が木裏から木表にかけて斜めに切断されているため、下端

の長さは木表狽1の板ほど短 くなっている。下端部両側には加工が施される。両狽]と も3単位の加工を基本 とす

る(D。 また、中央付近の右長側面 (下端を基点としてみた方向、以下同様)に は、何かが押 し当てられた際に付

いたと思われる、幅2.4～ 4。 3cmの窪み状の痕跡が認められる (図32-6)。 この痕跡は、接合 した状況で 3枚

の板にまたがって認められることから、割 り裂き前に形成されたものといえる。原材を縄で縛った際等に付いた

痕跡の可能性がある。この痕跡は反対狽1の長側面にはみられない。

c類 (図25-W6・ 7) 2枚 の材が接合 した。下端部右側に4つ の単位の加工が施される。加工には材の長軸

に対 して斜め急角度 となるものと、ほぼ平行する方向のものがあ り、W7で は両者の交点に幅2.8cmの 狭 りが

残る。狭 りの存在から、次の d類 も同様であるが、この下端都加工は運搬に関連するものと考えられる。

d類 (図25-W8～10) 3枚の材が接合 した。下端部右側には、 5つの単位の加工が施される。その平面的形

状は c類に類似する。長軸に対 し斜め方向と平行になされる加工の交点には、幅2.3cmの 狭 りが作 られる。こ

の接合材のみに認められる特徴 として、いずれの板 も割 り裂き後に、下端部の本裏面にハツリがなされることが

挙げられる。これは、井戸構築時に縦板を地中に突き刺すことを容易にするための加工と考えられる。

e類 (図26-Wll・ 12) 2枚 の材が接合 した。筏穴を有すること、最も全長の長い接合材であること、焼印を

有することを特徴 とする。筏穴は一段目の板から下段にかけて、材の木裏面に対 して垂直ではなく斜めに工具が

入れられている。Wllに は、下端部付近の木裏に一箇所の焼印が施されている。        ・

表 6 接合材の法量

�)そ の他の縦板 (図 26～ 28-W13～ 34)

穿孔を有さない縦板 (図 26～ 28-W13～ 25、 33・ 34) 形状・規模については、上記の接合材と同規模のものか

ら、小型のものまで多様である。W13は 、下端部に加工が施され、かつ木裏に焼印を有する縦板である。下端部

は、両長側面に狭 りが作られ、木国の両隅も長軸に対して斜めに加工されている。特に左側の扶 りにおいて明瞭

であるが、快 りの内部にさらに幅1.2cmの狭 りが作られている。決 りは縄をくくりつけるためのものであろ

う。狭 りよりも下位の木裏には、直線で長軸に直交ないしは斜交する傷状の痕跡が約10箇所みられるが、これが

どのような意味をもつかは判然としない。中央付近の右長側面には、b類接合材と類似 した幅3.5cmの 半円状

接合材 接 合枚敷 現TJ長 (cm, 樹  種 特    徴

2 174 0 ス ギ 下端部加工なし、木日平滑

168 16 5 ス ギ 下端部の両側縁 を方Hエ

2 lFa 0 ス ギ 下端部の右側面 を加工

d 3 15 0 4 ス ギ 下端部の右側面を加工

2 ス ギ
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―

ハヽ/4
_W5

と  _― _一
一

‐
フ

図24 縦板① (縮尺1/10)

の痕跡が認められる。W17は右長側面に幅3.5cmの 窪みがみられ、その木表には刻印の可能性もある線刻が認

められる。

穿孔を有する縦板 (図28-W26～ 32)穿 孔がなされた縦板は7点確認された。これらの材は、幅が9～ 12cm

前後で、薄手の板が穿孔の対象となっている。いずれの孔の内側にも焦げが認められるため、穿孔は焼成によっ

刊

旧

旧

に

旧

に

旧

Ⅱ

―】巧 製品宅 部 位 現存長 (cr 木取 り 接 合 特    徴
Tヽl 維 板 西 側 1679 消紅 日 木日平滑
Vヽ2 締 板 170 2 9 追柾目 a-2段 ス ギ 票材の木日まで分割が及ぶことな く、剥 ぎとられた材
Vヽ3 2x板 東 側 6 板 目 b-1段 ス ギ 下端両側を加工 (両側 とも4単位 )、 右長側面に窪み (幅 2_4nm)
lW 4 縦 板 1508 6 6 板 日 下琉両側を加工 (両側 とも4単位 )、 右長側面に窪み (幅3 0cm)
M15 締 績 】「倒| 1 5 スギ 下端両側を加工 (右 側1単位、左側 2単位)、 右長側面に窪み(幅3 0cm)、 木表側に湾辟
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一 一

図25 縦板② (縮尺 1/10)

てなされていることがわかる。したがって、割り裂き後に穿孔がなされたものと考えられる。穿孔には、図33-
10の ように十分に貫通しないものも認められる。こうした穿孔が、井戸の構造と直接かかわるものと想定するこ

とは困難だろう。穿孔を有する材は、接合関係が認められないことからも、博と認識した縦板とは異なる経緯で

製作されたものが、井戸構築にあたって転用された可能性が考えられる。

Ｈ
Ｈ
日
Ｈ
Ｗ
＝
＝
Ｙ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

＝

Ｕ

＝
Ｈ
＝
Ｈ
ＩＩ
＝
Ｕ

２５

ｃｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

挟
り

籐号 部位 現仔長 (cm 最大幅 (cm) 木取 り 揺 合 特   徴
Vヽ6 維板 南側 13 板 日 ス ギ 下端右須Jを 加工 (4堂怖 )

Ⅳ 7 維 板 南佃1 板 目 c-2段 ス ギ 下端右側 を加工 (4単位 )

ⅢV 8 締 板 南側 1604 132 18 板 目 d-1狩 ス ギ

M,0 縦板 南側 18 板 日 ス ギ 下端右側 を加工 (5単位 )、 下端の木裏面をハッリ加工
維 板 南組1 ス ギ 卜琉石よJを 加工 (4単位 )、 下端の木募面 をハ ッリカnT
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第3飾 鹿田遣跡の研究

♂ヽV15      -

―
0              25cm

図||

沓考 製品猛 吾Б位 現存長 (cm 最大早 (cm) 木月えり 接 合 樹 種 特   徴
M111 縦 板 画組‖ 184 170 22 板 目 ス ギ 曳穴 (長 さ8 6cm、 幅5 4cm)、 木裏 に燒印 1簡所
M11壱 締 板 西 側 26 板 目 e-2殺 甕穴 (長 さ5 3cm、 幅 5 3cm)
WiF 縦 板 西 側 177 2 162 30 板 目 スギ

M114 維 板 176 6 18 本反自 ス ギ 木日は段 をなす
部「 lf 締 板 東側 4 板 目 木回平滑
Wiイ 南 側 ]0 1 ス ギ 夏材の木日まで分割が及ぶことなく、剥 ぎとられた材

図26 縦板③ (縮尺孔/10)
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肺出哄山］「『Ⅷ『Ⅷ「『柳̈
呻̈Ｗ山一 舵　　一

、′y]9

�)縦板の種類と井戸における使用箇所の関係 (図 23)

まず縦板の接合関係と、井戸における使用箇所の関係をみてみよう。 a類 となる 2枚の板については、西側辺

と北側辺に配置されるが、 b～ d類 については井戸の特定の辺に使用されている。類似する下端部加工がなされ

た c・ d類は南側辺、 e類は西狽I辺 となる。またb類は、北側に2枚、東狽1に 1枚配置されるが、これらは井戸

北東隅付近に配置されたものである。こうした接合材 と使用箇所 との対応関係は、運びこまれた素材が、井戸の

設計 ,構築にあたって割 り裂かれた状況を示唆する。穿孔を有する板材を含む小型の材 (W16～34)の 多 くは、

内側の大型の維板の背後、掘 り方と縦板 との隙間に挿入される。

rヽy1 8

一
一

―

奮 IA品 名 木引えり 援 含 倒 檀 特    徴

Wl, 縦 板 西イ貝! 5 18 仮 目 木口平沿 、中央狽1面 に狭 り状痕 PINと 木表 に工具 による線坊あ り

、ハrlを 締 板 商 側 8 14 オ屁日 未口平沿

Wl〔 縦板 西狽1 1132 3 13 板 目 木口は段 をなす

Ⅳ2( 縦 板 東 側 仮 日 ス ギ 木日は段 をなす

Vヽ21 縦 板 東■1 259 91 0 板 日 スギ? 下端右側 を洵B工 (1逹位 )

W22 縦板 22 0 板 日 ス ギ 木口平滑

Ⅳ2〔 縦 板 西1夏 J 5 仮 日 ス ギ 木日平沿

耶r24 Ill板 南 側 47 1 3 ん反目 ス ギ 未回は折 り取 りによる ものか

ハヽ「2f 締 続 97 2 績 日 ス ギ

図27 縦板④ (縮尺1/10)
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Vy30

―-_

―
申

W27

-―

ci横 桟・ 支木 (図 29)

遺存状態の良好な中段 と下段の横桟については、『幸R告』においてすでに実測図が示されているが、今回は未

報告であつた上段の横桟の図化を行った。上段の横桟は、井戸の上部から出土 したため風化が著 しく、正確な大

きさや加工については不明である。その一方で、中段・下段の材の長さが72.9cm前後 となるのに対 し、上段の

長さは両端の凸部・凹部を比較の基準 とすればい くぶん短 く、両者に違いがある。なお、幅は中段が8.5～ 10.2

・　

　

　

　

Ｗ３・］巧 製品室 岳bイ立 現 FF長 (Cm lr  徴

縦 板 北 1則 152 0 125 1 被 日 スギ ? 穿孔 乙不明 )

締 板 北 lu 1104 板 日 スギ 穿rL 径0 9cm、 木裏か ら木表へ
)

肝2〔 縦板 西 側 (87 0 55 オ反日 スギ ? 第イI 径 1 5cm

邪12( 維 板 北 側 79 0 118 41k日 スギ ? 穿孔 そ0 9cm

耶「3( 維 板 西 側 74 4 123 08 41k日 ス ギ 穿子L 径1 0cm、 両面か ら穿イしされた可能性 あ り,

'V31
縦板 西 側 126 07 】栃正|こ | スギ? キイ 径0 8cm、 木裏 か ら木表ヘ

IV32
lt板 西狽1 07 収 日 スギ? 穿孔 径0 8cm

Vヽ3ε 縦 板 91 本反日 下端片側 を加工

ⅣR4 締 llx OF オ反日 スギ? 末ヨ平 ,骨

図28 縦板⑤ (縮尺1/10)
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F報告』
Virl l

図29 横桟 。支木 (縮尺 1/8)

cm、 下段が11.3～ 12.lcm、 厚さは中段力M.4～ 4.9cm、 下段力港.8～4.2cmと なる。

一方、出土 した 4点の支木については、『報告』においてすでに実測図が掲載されていたが、今回新たに次の

二つの様相が明らかとなった。まず、 4点の支木のひとつ (図29-W39、 F報告』W12)に、縦板 と同様の焼印

が 1箇所確認された。第二に、この支木と同様の規格の支木 (FttR告』Wll)ど うしが、長側面で接合すること

が判明した (図 29接合写真 )。 接合材は、長さ72.6cm、 幅9.lcm、 厚さ2.6cmを 測る。この法量は、横桟の法量

に近い。長さについては中段・下段、幅については上段 。中段、厚さについては上段の横桟に近い数値となる。

材を三分 した後に、分割面の縁が九みを帯びるように加工がなされている。W39の焼印が、もう一方の材にまで

及んでいないのは、こうした加工によって焼印の残 り部分が失われたためと考えられる。

規格の上で類似する横桟と支木は、幅と厚さから考えるならば角材を素材とした可能性が高いだろう。

di焼 印 (図 30)

井戸枠材からは、表面に焦げ目が認められる 3点の焼印が確認された。焼印は 2枚の縦板 (Wll・ 13)と 1点

の支木 (W39)に 対 して、それぞれに 1箇所施 されていた。縦板 における焼印の位置は、Wllで 下端か ら33

cm、 W13で 下端から37cmと なり、ほぼ類似 した位置にある。ただし、両者では焼 E「 の向きが約180度 異なる。

3点の焼印は、押 し方や原体の熱 し方等によるためか、形状がいくぶん異なるものの、同様の大きさ・形状を

なすことから、同一の原体から押印されたものである可能性が高い。焼印は、不整円形の外縁部分 (外区)と 文

字状の部分 (内 区)か らなる。外区の形状については、 4つ の単位の線分が確認される。内区は、中央の三日月

陶
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Ｊ

２０
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‐‐――

‐‐――

―
‐
―‐

――――‐

―――――
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日

凶

一

口巧 製品定 部 位 現存長 (cm) iix大 幅 (cm) 最大厚 (cm) 木 I「kり 樹 種 時    徴

�V3〔 糖 桟 L段北lgl 7 26 板 日 ス ギ 右側凸部は本来の形状をおおむね留める

枝桟 上段束倒 65 8 5 オ反日 ス キ 右側ピ1部 は本来の形状 をおお むね留 める

積 桟 上段南 ll 75 28 板 日 ス ギ 両端 とも「Ь都の形状 をなすが、風イヒが瀞 1タ ラ

構 桟 L段西ll 2F 板 日 ス ギ 右側に凹部の一部残存
紆3( 両 個‖苗 725 l麗 田遺跡 3〕 W12に 該当、同 Wllと 接 合、焼印 1箇所
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図30 焼印 (縮尺 1/2)

状の文様 と、それを囲むような台形状の直線からなる。内区の形状は、文字を図案化 したものの可能性が高い

が、その文字の内容については判読できない0。
線の形状については、内区 ,外区ともに縁が深 くなり、縁 より

内狽1は わずかに隆起する。

縦板 と支木に同様の焼印が付与されていたことは、支木と同じ規格となる横桟も含めて、材の生産場所が同じ

であったことを示唆する。

e.ま とめ

紙幅の関係で簡略な記述にとどまったものの、井戸枠材の図化を今回試みることによって、従来明らかにされ

てきた奈良・平安時代の都城関係の井戸枠材 とは異なる、中世でかつ地方における井戸枠材の規格や焼印に関す

る基礎資料を提示することができた。今後は、鹿田遺跡における他の井戸についても検討を拡大 し、個々の井戸

における材の生産・流通、井戸の構築過程を復元 していきたい。それによって、古代・中世の木材生産・流通・

使用に関する検討を深めていきたい。 (光本 順 )

註 (1)b類の下端部は本来、W13の ような左右の狭りの形状を呈していた可能性がある。b類の木口は、割り裂き前に上段から下段
にかけて斜めに切断される。

(2)焼印については本学文学部教授の久野4ケ義氏に観察していただき、貴重なご教示をいただいた。
引用文献

岡田文男2002「長岡京の井戸の側板に用いられた古代の構について」F田辺昭三先生古稀記念論文集』 pp.411-422
岡田文男2004「林業一構の生産と流通」F列 島の古代史 ひと。もの・こと 2』 暮らしと生業 岩波書店 pp.303-320
鐘方正樹2003『井戸の考古学』同成社

松木武彦・山本悦世編1993『鹿田遺跡 3』 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第6冊  岡山大学坦蔵文化財調査研究センター

７

′

番号 雛印令長 (cm 暁HI全体幅 (cm) 特   徴
Vヽl」

Wlt
来の太さ2～ 3mm主体、外区右隅の線の大さ7mm(W1339よ り全体的に線が太い)、 外区の全体的形状がわかる、外区は下側にまで及ばない
倶の太さ 1～2 5mm主体 (Wl1 39よ り全体的に線力半田い)

下半は材の分割 と加工により不明、線の太 さ2～ 3mmギ 体
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Wl     W2

―

a類

W3   W4  1W5

b類

W6  Wフ

ー

c類

WS W9 W10

d類

Wll W12

o類

ハヽF32Ｗ２３Wi4W13 W27W15 W17 W18W19  W26W31W30W29

図31 縦板 (縮尺 1/20)

野

W3311V20W34W16
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l a類接合状況 (全体 )

2a類接合状況 (木 口)

4b類 接合状況 (木 口)3b類接合状況 (全体)

8c類接合状況 (木 口)

7c類 接合状況 (全体 )

図32 縦板詳細①

9c類接合状況 (加二部分)
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第 2章 鹿田遺跡の調査研究

一
榊類下2d類接合状況 (木口)

l d類接合状況 (全体)

5e類 接合状況 (木 口)

4e類 接合状況 (全体 )

7e類筏穴

9W17長側面の挟りと木表の線刻

8W13下端部加工

様
　
　
剛 縦板詳細②
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第 3章 その他地区の調査

第 1節 試掘・確認調査の概要

三朝宿泊所増築および高圧線・電話線切替工事に伴う試掘・確認調査

a.調査の成果

三朝地区におけるこれまでの調査には、周辺の分布調査・
)(1989年

実施)、 福呂遺跡第 1・ 2次調査の
(1997年

実施)がある。発掘調査の結果、縄文時代、弥生時代、中世の遺構・遺物を豊富に確認していた。

今回の調査地点は福呂遺跡の範囲からは外れており、遺構・遺物や遺物包含層を確認するにはいたらなかった

が、三朝地区の東端、南端の状況を一部明らかにすることができた。三朝宿泊所地点では、調査成果に周辺の地

形を勘案すると、北東から南西に緩く傾斜して下がり、尾根の東側を通る谷状地へと連なる地形になると考えら

れる。高圧線 。電話線切替工事地点は、三朝地区の南恨Iを西流する三徳川の河岸段丘にあたり、河床とみられる

礫層を確認した。なお、1997年の立会では、礫層の直上に近世の包含層が堆積していることを確認しており、今

回の調査で確認した土層についても、近世以降の堆積層であると考えられる。

今回と1997年の立会調査の成果を合わせて考えるならば、三朝地区では病院より南の河岸段丘面上には、遺跡

は存在しない公算が大きいと考えられる。今後はそれ以外の範囲での遺跡の有無を明らかにしていく必要があ

る。特に北からのびる尾根の裾部や福呂遺跡の位置する最も高い段丘面については注意が必要であろう。

b.調査の経過

① 調査に至る経緯

2004年 になって地区東端の三朝宿泊所の増築計画が具体化した。また、地区の南を東西に通る県道でバス停の

引き込みが計画され、それにともなって敷地内の高圧線・電話線を切替える必要が生じた。これらの工事計画地

点と、福昌遺跡との位置関

係については、三朝宿泊所

地点が福呂遺跡の位置する

段丘面の東に谷を挟んだ尾

根の東側裾部に、高圧線・

電話線切替工事地点は、福

呂遺跡の南の段丘崖を一段

下がつた段丘面に位置する

(図 38)。 工事予定地は同

遺跡からは離れた位置にな

るが、遣跡の有無を確認す

るために、工事対象地域内

において試掘・確認調査を

行うこととした。

図34 宿泊所増築工事地点位置図 (縮尺 1/400)

0             1(

■■試掘坑

匠コ聾縫聾範囲
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② 調査の経過

試掘 。確認調査は2004年 9月 21・ 22日 の両日で実施した。三朝宿泊所の増築範囲は東西約28.5m、 南北約3.6

～5。 6mであり、東から西に下がる地形に沿って設計されていた。増築範囲の東西端と中間の位置に3ケ 所の試

掘坑を設定し西からTPl、 TP2、 TP3と した。なお、工事予定地内には既設の雨水排水や電気配線が通

り、攪乱を受けていることが予測されたため、それらを避けて試掘坑を設定した。また、高圧線・電話線切替工

事地点ではハンドホール新設予定地点に試掘坑を設定した。いずれも重機によって掘削し、砂礫層を確認したと

ころで掘削を終了したが、遺構・遺物・遺物包含層を確認するに至らず、記録をとって調査を終了した。

c.調査の概要

① 三朝宿泊所増築工事地点

調査地点は階段状に造成されており、現状での地表の標高は、TPlが53.9m、 TP 2がЙ.4m、 TP3が54.7m

である。掘削の結果、遺構・遺物・遺物包含層は確認されなかったため、層序と地形について記しておく。

層序  土層図は、設定した3ケ 所の試掘坑の北壁断面を並べたものである。3ヶ 所の試掘坑にみられた堆積層

のそれぞれの対応関係は土層番号によって示している。掘削深度は約1.1～ 1.3mで 、層序は次のとおりである。

1層 は造成土である。 2層 は淡黒灰色砂質土で、 1～ 4cm大の礫を多く含む。 3層 は暗灰茶褐色砂質土で、

lcm大の礫が多い。 4層 は淡黄褐色砂質土で、 lcm未満の礫を多く含み、自色微砂を帯状に含んでいる。土

石流や洪水による堆積層と考えられる。 5層 は淡黒褐色砂質土で、礫は少なく、炭粒を含んでいる。 6層 は黄褐

色砂で、マサ土である。 7層 は灰黄色礫混じり砂である。いずれの土層も今回初めて確認されたもので、出土遺

物はなく時期は不明である。

地形  7層 上面は東側の TP3で は標高53.5mで あるが、西側のTPlで は標高52.8mで ある。 7層上面では

東から西に下がる地形を想定することが可能である。上層もこの地形に規制されて同様の地形を反映している。

なお、調査地点周辺についても踏査したところ、調査地の東は北東から南西に緩く下がる傾斜を有していること

を確認した。

② 高圧線・電話線切替工事地点

試掘坑は、周囲には大型の攪乱もあり、上端は約3× 3mと なったが、造成土以下は 1× 1.5mの 平面規模と

なった。

層序  掘削深度は約 lmで、層序は次のとおりである。 1層 は造成土である。 2層 は暗褐色～暗茶褐色を呈

する砂質上で旧表土と考えられる。 3層 は茶褐色～灰褐色砂質土である。砂粒は細かく礫は少ない。 4層 は明黄

褐色粗砂である。鉄分の沈着が著しい。河道堆積物であると考える。 5層 は灰褐色粗砂～礫層である。段丘礫層
TP3 1ヒ壁

TP2 封ヒ壁

54m

2 5

|ガ

造成上
淡黒灰色砂質土

図35 宿泊所増築工事地点土層柱状図 (縮尺 1/40)

3.暗灰茶掲色砂質土

::淡重糧琶財魯圭   53m
6.責褐色砂
7 灰責色礫混 じり砂

0             1m

― 藍三=三空=更卦/τ
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図36 高圧線・電話線切替工事地点位置図 (縮尺 1れ00)

～河床礫 と考えられる。

結果  掘削の結果、遺構・遺物・遺物包含層は確認 されなかった。最下

層で確認 した段丘礫層 (5層 )については、今回と同一の段丘面 を掘削 し

た1997年の立会の際にも認め られてお り、この段丘面は基本的には同 じ状

況を示す もの と考えられる。 2～ 4層 の堆積時期 については、1997年の立

第 1節 試掘・確認調査の概要

53m

―

52m

0             1m

l.造成土
2 暗褐色～暗茶褐色砂質土
3 茶褐色～灰褐色砂質土
4 明黄褐色糧砂
5 灰褐色粗砂～礫層

図37 高圧線・電話線切替工事地点
土層柱状図   (縮尺 1れ 0)

会調査成果か ら、近世以降 と考 えられる。  .     (野 崎貴博 )

註 (1)石坂俊郎1990「分布調査J『岡山大学構内遺跡調査研究年報』 7、 p.23、 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

(2)野崎貴博編2000F福 呂遺跡 1』 、岡山大学構内遺跡発掘調査報告第15冊 、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

医学部 歯学部1~凹
附属病院 三朝医療センター

厖勿 発掘調査地点

|1試 掘 確認調査地′点

図38 2004年度の調査地点 【3】 一三朝地区― (縮尺1/2500)

調
査

掘

調

発

認
の
確

年９８
掘

‐９
試

表 7 2004年度三朝地区調査一覧

番号 種 類 調査地区 所 属 調査名称 調査期間

雌ぐＧＬ・ｍ，
内  容

1
試掘

確認
三朝 固 三朝宿泊所増築工事 13 3箇所、いずれの箇所でも遺跡包含層は未確認

2 高圧線 電話線切替
工事

9 22 10
造成上以下、近世以降の上暦 3枚 と最下層の礫層 を確認。追
時 遺物なし
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第 4章 査資料の整理・研究および公開・活用

第 1節 調査資料の整理

調査資料の整理

2004年度の調査資料の整理は鹿田遺跡第13次 。14次調査、津島岡大遺跡第26・ 28次調査の整理作業を中心に行

い、また報告書作成作業に関しては『津島岡大遺跡15』 (岡 山大学構内遺跡発掘調査報告第20冊 )・ 『津島岡大遺

跡16』 (岡 山大学構内遺跡発掘調査報告第21冊)の二冊を刊行した。

『津島岡大遺跡15』 は事務局本部棟新営に伴う第26次調査の成果報告書である。2000年度に実施した発掘調査

であり、縄文時代中期～近世における土地利用形態の推移を明らかにすることができた。また古墳時代後期から

中世にかけての「柵列」・溝状遺構に着目した考察を掲載した。

『津島岡大遺跡16』 は環境理工学部校舎新営に伴う、第17次 (1996年 度調査)。 22次 (1998～ 1999年度調査 )

の二期にわたる発掘調査の報告書である。津島岡大遺跡のなかでも、特に縄文時代において最も遺構密度の高い

地点の調査報告である。第17次調査地点の大半を占めるようにひろがる微高地での集落の実態とその北狽1の斜面

部での状況を明らかにした。また縄文後期を中心とする遺物は、土器・石器ともに豊富であり、遺物の面から

は、土器の型式学的検討、石器の特徴、縄文時代の石製収穫具に関する考察を、また遺構の面からは、条里の溝

に関する考察を掲載した。

自然科学分析では、報告書作成にも関わるものとして、放射性炭素年代測定、樹種同定を行った。それぞれの

分析結果については次項で報告している。                            (岩 崎)

2.調査資料の分析

(1)放射性炭素年代測定

本年度は表 8に挙げたように、14件の試料の放射性炭素年代測定を行つている。 1～ 3は津島岡大遺跡第17次

調査土坑 9及 び竪穴住居址 1炉 1の試料であり、詳細な結果は報告書に掲載 している。 4～ 10は 、2003年度に国

立歴史民俗博物館に資料提供をおこなった試料 7点である。その内訳は、土器付着炭化物 4点 (津島岡大遺跡第

3・ 5。 15次調査)と 堅果類 3点 (津島岡大遺跡第 3・ 15次調査)である。11～ 14は前述の 4～ 7の試料につい

て古環境研究所で分析を行ったものである。

表8 放射線炭素年代測定資料一覧表

出 土 lll点 潰  4● 対 象台 料 分析 法 分 枡 機 関

1

津島岡大第17次調査

土坑 9

土坑 9

住居址 1炉 1

炭化物 AMS
(株)古環境研究所

(Beta社 )

F津 島岡大造跡16』 岡山大学構内遺跡発掘
調査報告第5冊に報告

2 炭化物 AhIS
3 土壊 AMS
4 津 島岡大第 3次調査 13層 土器付着炭化物 AヽTS

固立歴史民俗博物館

平成13～ 15年度科研費基盤研究A「縄文時
代 弥生時代の高精度年代体系の構築」
(研究代表者 :今村峯雄)

5 津 島岡大第 5次調査 AヽIS

6
津島岡大第15次調査

:蔵穴SP13 AhIS
7 谷 郡 AMS
8 津 島岡大第 3次調査 貯蔵穴 SP l アラカシ AMS
9

津 島岡大第 15次調査
貯蔵穴 SP13 ドングリ AMS
貯蔵穴 SP19 ドングリ AMS

11 津 島岡大第 3次調査 13層 上器付着炭化物 A卜IS

(株 )古環境研究所

(Beta社 )

12 津 島岡大第 5次調査 付 着 炭イヒ AMS
津 島 岡大 第 15次訊 呑 昨蔵 欠 SP13 付着炭化 AMS
津 島 脳夫 第 15次 3電 否 谷 部 ;付着炭イP AMS
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第 1節 調査資料の整理

偉)樹種同定

本年度の整理作業に伴い、津島岡大第22・ 26次調査および鹿田遺跡第 7次調査の木製品・流木について、森林

総合研究所、能城4多一氏に樹種同定を依頼 し、有益な教示を得た。主な内容は表 9の通 りであり、詳細な結果に

ついては、正式報告書を参照されたい。

表9 樹種同定一覧

調査地点 分析機 Fkl H数 主な出土遺構 報 告

津島岡大遺跡第22次調査 森林総合研究所 能城4歩一 古代溝 r津 島岡大遺跡 16』

津 島岡大遺跡第26次 調査 森林総合研究所 能城修一 近世溝 『津島岡大遺跡15』

鹿日選跡第 7次調査 森林総合研究所  能城修一 27 中世 古増 井戸 F鹿田遺跡5J(編 集中)

鹿田遺跡第13次調査 (株)吉 田生物研究所 2 中世井戸

鹿 田遺跡第 14次調査 (株)吉 田生物研究所 3 中世井戸

3.調査資料の保存処理

(1)木製品の PEG保存処理作業

2002年 11月 より行つてきた第 6期保存処理作業を継続 して実施 した。対象

資料は津島岡大遺跡第19次 ・22次調査および鹿田遺跡第 7次調査の出土品で

ある。昨年度 2月 に濃度95%に 達 した後、蓋を開けて100%に 上昇 させてい

る途中であつた。今年度当初からも引き続き処理を継続 していたが、 8月 4

日に引き上げを行い、この日をもって第 6回処理を終了 した。

処理槽より引き上げた木器については、洗浄、乾燥、ラベル付けを行った後、収納 した。なお、引き上げ後の

一連の作業を岡山大学の博物館実習に取 り入れ、岡山大学文学部の実習生の協力を得た。

表11 これまでの保存処理工程

偉)外部委託による木製品の保存処理

本センターでは構内遺跡出土木製品について、多くはセンター内での保存処理を実施しているが、製品の素材

や状態に依 り、外部委託による保存処理を実施 している。

本年度は下記の 3件の遺物について、外部萎託による木製品の保存処理を実施 した。対象資料は下表の通 りで

ある。なお資料 4の漆椀については、あわせて漆膜分析も行つた。

表10 第 6期保存処理工程

aJL理回数 年 月 日 作業内容

第 6期

2002/11/12 濃度40%開始

2003/4/18 濃度「90%ヘ

2003/5/29 濃度60%ヘ

2003/8/25 濃度 70%ヘ

2003/9/30 濃度80%ヘ

2003/11/10 濃度90%ヘ

20餡/2/4 濃度95%へ、蓋空け

2004/8/4 引 き上げ

期 期 間 処理内容 処理期 間

第 1期 1992年 2月 ～1993年 ■月 鹿田第 1次 (附属病院外来診療棟)第 2次 (NMR CT室 ) 1年 9ケ 月

第 2期 1994年 6月 ～1996年 8月
鹿田第 3次 (医 学部短期大学部校舎本体)第 4次 (医学部短期大学部校舎周辺配管)第 5次 (附属病院管理棟 )

津島岡大第 3次 (男 子学生寮)第 5次 (大学院自然科学研究科棟)第 6次 (生物応用工学科棟 )

2年 2ケ 月

第 3期 1996年 12月 ～1999年 6月 鹿田第 3次 (医 学部短期大学部校舎本体 )、 津島岡大第 3次 (男 子学生寮)第 6次 (生 物応用工学科棟 ) 2年 7ケ 月

第 4期 1999年 7月 ～2000年 12月 鹿旧遺跡第 3 4次 、津島岡大遺跡第 3次 1年 5ケ 月

第 5期 2001年 1月 ～2002年 3月
鹿田遺跡第 3 4次 、津島岡大遺跡第 3次、第 9次 (生 体機能応用工学科)第 10次 (保 健管理セ ンター)第 12次

(附 属図書館)第 13次 (福利厚生施設北棟 )

1年 2ケ 月

第 6期 2002年 ■月～2004年 8月 鹿田第 7次 (医学部基礎医学棟 )、 津島岡大第19次 (コ ラボレーションセンター)第 22次 (環境理工学部棟 1期 ) 1年 10ヶ 月

表12 外部委託による保存処理遺物一覧

巻 サ SI物 出土遺構 時期 処理法 処理機関

1 漆 椀 鹿 岡第 9次 土坑墓 中 世 アクリル樹脂法 (財)元輿寺文化財研究所保存科学センター

2 木簡 鹿田第14次 井戸 中 世 高級アルコール含浸 株)吉田生物研究所

3 櫛 鹿岡第14筑 井 戸 中 世 高級アルコール含浸 株)吉田生物研究所

4 漆椀 鹿田第14次 ため池状遣博 近 世 高級 アルコール含浸 株)吉田生物研究所

5 曲物 鹿田第13次 井戸 中 世 高級アルコール含浸 株)吉田生物研究所

6 曲物 鹿 田第 13次 井 戸 中 世 高級 アルコール含浸 株)吉 田生物研究所
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第4章  調査資料の整理・研究および公開・活用

第 2節 調査成果の公開 。活用

2004年度は、津島キヤンパスにおいてキャンパス発掘成果展を開催 した。また大学生の博物館実習や中学生の

職場体験受け入れのほか、総合学習時間を利用 した小学生の見学に対する説明など、学校教育現場との連携も積

極的に行つた。

1.公開・展示

(1)第 8回 キャンパス発掘成果展

概要 :津島キヤンパスでは2000年度以降、毎年秋に定期的に展示会を開催しており、今年度は8回 目にあたる。

第 8回のテーマは F土・技・心』との副題を設定し、土器の観察・製作技法の紹介をメインとした展示と、「分

銅形土製品」を粘上で製作する体験コーナー等を設けた。開催期間は10月 26日 ～31日 までの6日 間である。

会場は例年通り、埋蔵文化財調査研究センター収蔵庫2階展示室を使用した。見学者数は延べ253名であつた。

内容 : F土・技・心』というテーマのもと、主となる展示では土器の時代による形・技法等の移り変わりを、縄

文時代～中世にいたる煮沸具の変遷、弥生時代の高杯の変遷を通じて、観察したり、実際に触れることで体感し

てもらうことを目指した。特別展示としては弥生時代の「顔」の表現を、岡山大学考古学研究室収蔵の人形土製

品を中心に、構内で出土 した分銅形土製品 。人面線刻土器の展示

によつて示 した。

恒例となっている体験コーナーでは、展示品と関連して「分銅

形土製品」を作るコーナー、縄文土器の文様つけコーナー (貝殻・

縄・ヘラ等)、 ロクロ切 り離しコーナーを設定した。様々な文様

の付け方や、成形技法を実際に行ってみることで、展示品を観察

する際にもまた異なる視点が持てるという相乗効果もあった。

見学者253名、アンケー ト回収は88枚であり、回収率は34%で

あった。来場回数をみると、55%に あたる48名が

初めての見学者であり、 2回、 3回以上というリ

ピーターの割合は45%を 占めている。リピーター

の割合は年々着実に増加の傾向にある。また日別

の来場者数では、開催初日にメデイアで紹介され

たことが功を奏 し、水曜・木曜といつたこれまで

は来場者数の延びない平日の見学者増につながっ

たものと考えられる。

最も印象に残つたものとしては、分f同形土製品

作成を挙げた方力諺5名 と最も多 く、縄文土器の文

様付け (8名 )、 土器に直接触れたこと (8名 )

が続いた。その他に「体験」、「土器の変化」、「土

層の剥ぎ取り」、「土媛墓」といった項目が挙がつ

ており、今回の展示の目的に沿う結果が得られ

やってみたいことはなんですか

□ 発掘体験    lllll石器を使 う

薩こたべ もの復元  匡ヨ石器制作

匪昌遺跡見学    回団土器つ くり
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第2節 調査成果の公開・活用

た。また、直接出土遺物に触れることや、各種の体験への関心の高さを実感する結果であつた。このことは、

「やってみたいことはなんですか」との問いに対する回答のうち、発掘体験 (39%)。 石器を使う (5%)。 石

器作成 (5%)・ 土器つくり (3%)と いうように体験に関係するもので半分を占めていることからも窺える。

課題 :津島キャンパスでの展示会開催も2000年度から継続して 5回 目となり、毎年確実にリピーターを獲得し、

好評を得ている。またアンケートの結果をみても強調したい部分に対する反応がよく、意図を伝えるという点は

一定の成果があつたと思われる。その一方、今回は目の不自由な方の見学もあり、見学施設としての安全性や利

便性について考える良い機会ともなった。いわゆるバリアフリー対策として階段の傾斜や通路の通りやすさ等に

配慮することも今後の検討課題である。

成果 :今回は初めて目の不自由な方からの見学希望があり、盲導夫同伴で見学された。本センター展示室ではほ

とんどすべての展示品に直に触れることができ、何よりもその点が、日の不自由な方にも体感していただけたこ

とで、展示する側もよい刺激を受けられた。

このような「実物に触れる展示」は、見学者に対して、予想以上に強い印象を与え、歴史を体感することに繁

がる。しかし、通常の博物館等では様々な制約もあり、本センターのような小規模展示施設であるからこそ、実

現できる部分も多い。このことが、本センターの展示会の大きな特色のひとつとなっている。

今後も展示方法・内容について意欲的な検討を加えて実践していくとともに、業務全体の中でのバランスにも

配慮した取 り組みとなるよう、公開 。啓発活動の主幹として展示会を継続していきたい。

2.資料 。施設等の利活用

(1)教育機関への支援 (授業などの受け入れ)

① 博物館実習 :(8/3～ 8/10)

岡山大学文学部が実施 している学芸員資格取得のための授業 (博物館実習)の受け入れを行つた。期間は8月

3日 から10日 の中の 6日 間である。全体を3グループに分け、それぞれ 2日 間を受講日程とした。昨年までは、

受講期間中に発掘調査を実施 していたことから、発掘調査参加も組み入れた日程 としていたが、本年度は調査が

なく、本センター施設内で、埋蔵文化財が出土 してから展示されるまでの一連の作業工程を組み込んだ体験を実

施することとした。

一日目にセンター展示室を利用 して、構内遺跡の概要説明、

センターの業務内容説明を行った後、出土遺物の注記作業を実

施 した。二日目は木製品の保存処理工程の一部を体験するとい

うことで、処理済みの木器引き上げ、ラベル付け、収納作業の

ほか、処理前の木器の計測等の作業を実施 した。

② 中学生の職場体験 i竜操中学 (11/16～ 18)、 高松中学

(11/19)

岡山市内の公立中学校 2校より、職場体験の生徒各 3名 、計

6名 の受け入れを実施 した。昨年度も受け入れを実施 した岡山

市立竜操中学校と岡山市立高松中学校の 2校である。期間は竜

操中学校が11月 16日 ～18日 の三日間、高松中学校が11月 19日 1

日であつた。

職場体験の内容は、遺物の注記・接合作業体験、種子の顕微

鏡写真撮影、蔵書整理、清掃のほか、図版・写真のカバーかけ

図41 職場体験 (高松中学校)

図42 職場体験 (竜操中学校〉
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第4章 調査資料の整理・研究および公開・活用

といった報告書作成に関わる諸作業である。

今年度は発掘調査のない時期の、惇物館実習・職場体験の受け入れとなった。そのためいずれの取 り組みで

も、発掘調査後の埋蔵文化財の取 り扱いが中心 となる作業となった。木製品の取 り扱いでは、特に本構内遣跡に

特徴的な作業を経験するという意味で貴重な体験 ともなったといえる。

③ 小学生総合学習 :津島小6年生

小学校の総合的学習の時間を利用して、身近な遺跡を調べるために津島小 6年生が当センターを訪れた。常設

展示室の展示説明を中心に、職員が説明を行い、児童からの質問に答えた。

磁)調査 。研究への支援

① 資料見学・提供

。短甲 (鹿 田 1次調査):1件

・ 猿形木製品 (鹿田 7次調査):1件

・ 縄文早期土器 (福 呂遺跡第 1次調査):1件

・ 中世土器 (鹿田遺跡 1・ 2・ 5・ 6次調査):1件 (胎土分析用)

。弥生時代中期土器 (鹿 田遺跡第 1次調査):1件

・ 石斧 (津島岡大遺跡):1件

② 図書の外部貸し出し:18件 (岡 山大学文学部学生他)

(3)資料の貸 し出 し

① 出版物の資料提供

・鹿田遺跡現地説明会資料 (2003年 10月 18日 実施)「月刊文化財発掘出土情報」2004年 7月 号掲載

・津島岡大遺跡第 3・ 21次調査石庖丁状石器写真 2点「古代を考える 吉備」吉川弘文館

② 他機関の展示・公開支援

・ 岡山県立博物館   F津々浦々をめぐる考古学』鹿田遺跡出土資料 (7/12～ 11/25)及 び図録掲載写真提供

第 3節 2004年度調査研究員の個別研究活動

1.科学研究費採択状況

岩崎志保 :平成16年度科学研究費 (若手研究B)「東周時代墓葬の比較考古学的研究」 :研究代表者

光本 順 :平成16年度科学研究費 (若手研究B)「弥生時代から古墳時代における刀剣副葬に関する集成的研

究」 :研究代表者

2.論文 。資料報告

山本悦世 :山本悦世。杉山一雄 (共著)「岡山県域」『中津式の成立と展開』集成資料集 中四国縄文土器研究会

「集落からみた山地域と沿岸域」日本考古学協会2004年度広島大会研究発表資料集 日本考古学協会

2004年度広島大会実行委員会
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第3節 2004年 度調査研究員の個別研究活動

「備前における 9。 10世紀の様相」第 4回 山陰中世土器検討会資料集『平安時代前期の土器様相』山

陰中世土器検討会

「縄文時代後期の集落構造とその推移」F紀要2003』 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

岩崎志保 : F津島岡大遺跡16』 (編集)

「条里の溝について」『津島岡大遺跡16J岡 山大学埋蔵文化財調査研究センター

「鹿田遺跡第14次調査出土木簡について」F紀要2003』 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

「岡山・鹿田遺跡」F木簡研究』第26号

野崎貴博 :「津島岡大遺跡第17・ 22次調査出土縄文土器の型式学的検討JF津島岡大遺跡16』 岡山大学埋蔵文化

財調査研究センター

光本 順 :『 日本古代の身体表現に関する考古学的研究』(岡 山大学大学院文化科学研究科提出博士学位論文)

『近現代考古学の射程』六一書房 (共著、執筆箇所「身体の近代と考古学」)

F津島岡大遺跡15』 (編集)

「古墳時代後期から中世における遺構群の変遷」『津島岡大遺跡15』 岡山大学埋蔵文化財調査研究セ

ンター

「クイア考古学の展開」『ジェンダーの多様性・普遍性・可変性の分析および独自のジェンダー教育

プログラムの立案を含む学際的研究』「ジェンダーの多様性・普遍性・可変性の分析および独 自の

ジェンダー教育プログラムの立案を含む学際的研究」グループ

高田貫太 :「垂飾付耳飾からみた朝鮮半島の対倭交渉JF古墳出土金工製品の日韓比較研究』側大阪府文化財セ

ンター

3.研究発表等

山本悦世 :津島やよい講座 F弥生時代のくらしを考える』 (岡 山県教育委員会主催)コ ーデイネーター (10月 2日 )

岡山大学文学部公開講座 講師聯鼠文から弥生ヘー津島岡大遺跡に刻まれた縄文人の選択―」(10月 23日 )

「集落からみた山地域と沿岸域」日本考古学協会2004年広島大会 (11月 6・ 7日 )

「備前における 9・ 10世紀の様相」山陰中世土器検討会 (1月 22・ 23日 )

光本  ‖1買 :Ne、v direction in the archaeology of human bOdy in」 apan and its application to the social body in the

Koftln Period,The Society for East Asian Archacology,Chungnam National University,KOREA (6

月17日 )

高田貫太 :「朝鮮半島大加耶地域の対倭交渉経路J考古学研究会岡山例会発表 (7月 )

「垂飾付耳飾からみた朝鮮半島の対倭交渉」近つ飛鳥博物館シンポジウム (3月 6日 )

4.資料収集 ,実態調査

山本悦世 :中世土器 。猿形木製品に関する資料調査 (大分県教育庁文化課 )

岩崎志保 :東周～漢代青銅器・墓葬に関する資料調査 (出光美術館 ,国立国際美術館ほか)

野崎貴博 :天狗山古墳出土桂甲の調査 (東京国立博物館 )

光本 順 :刀剣、絵画資料、人物埴輪に関する資料調査 (滋賀県、福岡県、群馬県 )

弥生遺跡の実態調査 (長崎県 )

高田貫太 :古墳時代金工品の資料調査 (奈良県、大阪府、岐阜県 )
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第 5章 2004年度における調査・研究のまとめ

調査 2004年度に実施 した発掘調査は鹿田遺跡第16次調査 1件である。鹿田キャンパスの北東部の立体駐車場

新営に伴 う調査であり、エレベーターピット部分のごく小規模な範囲であったが、これに伴う試掘調査・立会調

査の成果も併せ、鹿田地区の北部の土地利用状況等に関して貴重な知見を得ることができた。津島地区において

は、昨年度のような比較的規模の大きい立会調査はなかったものの、保健管理センター東側での立会調査 (調査

6)に示されるように、小規模なものであっても既調査部分の状況との比較検討により、有意義な成果を得るこ

とができ、またこれまでの成果を補足するデータの蓄積もできた。また今年度は三朝地区においても試掘調査を

実施 した。同地区での調査の実施は1997年来である。今回の調査地点ではいずれも遺構・遺物包含層は確認され

なかったが、同地区における土層堆積状況の確認及び旧地形の復元に際して新たな知見を得た。

研究 今年度は『津島岡大遺跡 15』 と『津島岡大遺跡16』 の二冊の発掘調査報告書を刊行 した。前者は事務局

本部棟の新営に伴う発掘調査 (第26次調査地点)、 後者は環境理工学部棟の新営工事に伴 う発掘調査 (第 17・ 22

次調査地点)の成果である。まず、『津島岡大遺跡 15』 では縄文時代中期から近代に至る各時期の遺構・遺物が

報告され、中でも縄文時代中期の遺構・遣物は津島岡大遺跡の中でも最初期の資料として注目される。隣接する

第27次調査地点の成果とも併せ、当該時期の土地利用の実態をつかむ成果を得ることができた。また考察では、

古代～中世における柵列遺構・溝状遺構の解明に向けた検討がなされた。『津島岡大遺跡 16』 では、縄文時代に

おける津島岡大遺跡の中心的な活動域の状況、弥生時代以降の水田畦畔・用水路等の耕作域の状況、さらに古代

以降近代までの条里に関わる溝の状況等を報告 した。特に縄文時代後期の遺構・遺物の内容は質・量ともに既調

査地点のうちで際だつて密度の高いものであり、竪穴住居・土坑・溝から構成される集落のあり方や周辺の土地

利用状態についての貴重な成果を得ることができた。考察では、遺物の分析として縄文時代後期土器の型式学的

検討、石器の出土状況と打製石器の機能に関する考察、遺構の点からは、津島地区の北側を東西に走る条里の溝

についての分析・検討がなされた。

そのほかにこれまでに構内遺跡に関して実施 してきた自然科学分析について、これまでの成果をまとめて本紀

要に掲載 した。具体的には年代測定・花粉分析・植物珪酸体分析 。樹種同定・種子同定の結果である。その中で

も、津島岡大遺跡の放射性炭素年代測定の成果をとりあげ、掲載 している。同じく本紀要では鹿田遺跡の研究と

して、第 5次調査井戸 6の井戸枠材についての分析をとりあげた。当該井戸は既に正式報告済みのものである

が、2005年度の展示会の際に保存処理を施 した部材を確認 したところ、いくつかの点で新たな知見が得られた。

このように報告書作成中だけでなく、保存処理・展示公開等の取 り組みの中で得られた新たな情報や知見につい

て様々な視点から検討 していくよう、努力 していきたい。

展示 。公開 第 8回 岡山大学キャンパス発掘成果展の開催のほか、博物館実習・職場体験の受け入れといった

教育現場との連携を継続 して行った。展示会では着実にリピーターが増加 している。特に体験型展示や実際の遺

物に触れられる展示方法が、好評であることは毎回実感として受けとめられるが、一方で開催場所のわかりにく

さ等、広穀活動や、よりわかりやすい展示方法の模索等、改善すべき点も多 く、今後も改善を加えながら、様々

な形での展示・公開活動に取 り組んでいきたい。

2004年度は国立大学法人化 して最初の年にあたり、本センターも法人理事がセンター長を兼務 し、副センター

長職を設けて新たな体制での運営がスター トした。上記の活動のほか、特に安全衛生の観点からの施設・設備の

点検・整備にも力を入れた。設備面の充実に努力するとともに、専任職員の意識の向上、調査 。研究面での内的

な質の向上にも尽力 していきたい。
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岡山大学構内埋蔵文化財保護対策要頂

1.岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの内部規程

(1)岡山大学埋蔵文化財調査研究センター規程

灘 ≧I馴
(趣旨)

第 1条 この規程は、日立大学法人岡山大学管理学則 (平成16年岡大学則第 1号。以下「管理学則」という。)第26条 の規定

に基づき、管理学則第21条の規定により学内共同利用施設として置かれる岡山大学埋蔵文化財調査研究センター (以下「セ

ンター」という。)の組織及び運営に関し、必要な事項を定めるものとする。

(目 白9)

第2条 センターは、岡山大学 (以下「本学」という。)の敷地内の埋蔵文化財について、次の各号に掲げる業務を行い、

もって埋蔵文化財の保護を図ることを目的とする。

一 埋蔵文化財の発掘調査に関すること。

二 発掘された埋蔵文化財の整理及び保存に関すること。

三 埋蔵文化財の発掘調査報告書の作成等に関すること。

四 その他埋蔵文化財の保護に関する重要な事項。

(自 己評価等)

第 3条  センターは、センターに係る自己点検及び評価 (以下「自己評価」という。)を行い、その結果を公表する。

2 前項の自己評価については、本学の職員以外の者による検証を受けることを原則とする。

(教育研究等の状況の公表)

第 4条  センターは、教育研究及び組織運営の状況等について、定期的に公表する。

(セ ンター長)

第 5条 センターにセンター長を置く。

2 センター長は、日立大学法人岡山大学役員規則 (平成16年岡大規則第 3号)第 5条第 1頂第 5号 に規定する財務・施設担

当理事をもって充てる①

3 センター長は、センターを代表し、その業務を総括する。

(副センター長)

第 6条  センターに副センター長を置く。

2 副センター長は専門的知識を有する本学の教授のうちから学長が任命する。

3 副センター長は、センター長の職務を助ける。

4 副センター長の任期は、 2年 とし、再任を妨げない。

(調査研究室)

第 7条 センターにセンターの業務を処理するため調査研究室を置く。

2 調査研究室に室長、調査研究員及びその他必要な職員を置く。

3 室長は、専門的知識を有する本学の教員のうちからセンター長が命ずる。

4 室長は、センター長の命を受け、センターの業務を処理する。

5 室長の任期は、2年 とし、再任を妨げない。

6 調査研究員及びその他の職員は、上司の命を受け、センターの業務に従事する。

(調査研究専門委員)

第 8条 センターに、センターの業務のうち特に専門的な事項についての調査研究の推進を図るため、調査研究専門委員 (以

下「専門委員」という。)を 置く。

2 専門委員は、本学の教員のうちからセンター長が命ずる。
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3 専門委員の任期は、 2年 とし、再任を妨げない。

(管理運営の基本方針等)

第 9条 センターの管理運営の基本方針等は、役員会で審議する。

(運営委員会)

第10条  センターに、センターの運営に関する具体的な事項を審議するため、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター運営委員

会 (以下「運営委員会」という。)を置く。

2 運営委員会に関し、必要な事項は、別に定める。

(事務)

第11条  センターの事務は、施設企画部施設企画課において処理する。

(雑則)

第12条  この規程に定めるもののほか、センターに関し、必要な事項は、別に定める。

附 則

この規程は、平成16年 4月 1日 から施行する。

(2)岡山大学埋蔵文化財調査研究センター運営委員会内規

匡
成
堪多ぽ

1日

(趣旨)

第 1条  この内規は、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター規程 (平成16年 岡大規程第93号)第 10条 第 2項の規定に基づき、

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター運営委員会 (以下「運営委員会」という。)に 関し、必要な事項を定めるものとす

る。

(審議事項)

第 2条 運営委員会は、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター (以下「センター」という。)の運営に関する具体的な事項を

審議する。

(組織)

第 3条 運営委員会は、次の各号に掲げる委員で組織する。

一 埋蔵文化財調査研究センター長 (以下「センター長」という。)

二 埋蔵文化財調査研究センター副センター長

三 岡山大学の教授のうちからセンター長の命じた者若干名

四 センターの調査研究専門委員のうちからセンター長の命じた者 1人

五 センターの調査研究室長

六 施設企画部長

2 前項第 3号の委員の任期は、2年とし、再任を妨げない。

(委員長)

第4条 運営委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。

2 委員長は、運営委員会を招集し、その議長となる。

3 委員長に事故があるときには、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。

(委員以外の者の出席)

第 5条 委員長が必要と認めたときは、委員以外の者の出席を求め、その意見を聞くことができる。

(事務)

第 6条 運営委員会の事務は、施設企画部施設企画課において処理する。

附 則

この内規は、平成16年 4月 1日 から施行する。
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↓

2004年度岡山大学埋蔵文化財調査研究センター組織

センター組織一覧

〈埋蔵文化財調査研究センター長)阿部 健 :併、財務・施設担当理事

山本悦世 :専・埋文センター助教授

岩崎志保・高田寛太・野崎貴博・光本 順・

横田美香 (2004年 5月 まで):専 。埋文セン

ター助手

景山明香 :技術補佐員

井口三智子・片山純子・黒藪美代子 :補助員

岡山大学構内埋蔵文化財保護対策要項

施   設   部   長

(調査研究室長)

(調 査研 究 員〉

く,F常 勤職員〉

1.請負業者は現場代理人を発掘作業の現場に常駐させ、作業員の安全と健康の管理につとめること。

2.発掘作業の現場に「地山掘削」と「土止め支保工」の技能講習修了者をおき、作業員の安全や健康にも注意するこ

と。

運営委員会

(副センター長)稲田孝司 :併、大学院文化科学研究科教授

〈調査研究専門委員〉

沖 陽子 :環境理工学部教授

今津勝紀 :文学部助教授

鈴木茂之 :大学院自然科学研究科助教授

I I.請負業者が留意すべき事項

¢)運 営委員会

【委 員】

阿部 健 財務・施設担当理事 (セ ンター長)     柴田次夫 大学院自然科学研究科教授

稲田孝司 大学院文化科学研究科教授 (副センター長) 沖 陽子 環境理工学部教授 (調査研究専門委員)

新納 泉 文学部教授                山本悦世 埋蔵文化財調査研究センター助教授 (調査研究室長)

久野修義 文学部教授                斎藤健次 施設企画部長

大塚愛二 大学院医歯学総合研究科教授

【2004年度協議 。決定事項】

第55回  2004年 6月 7日 。平成15年度決算について

。平成16年度事業計画について

。平成16年度予算について

。その他

。平成17年度予算について

。平成16年度発掘調査の報告について

。平成17年度埋蔵文化財調査研究センター事業計画について

・ 助手の後任について

第56回  2005年 1月 ■日

3。 岡山大学構内遺跡の発掘調査にかかわる安全管理事項

1     岡山大学構内遺跡の発掘調査にかかわる安全管理事項

1                                              平成12年 5月 15日

十                                         埋蔵文化財調査研究センター長
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3.工事用電力の保安責任者をおくこと。

4.非常停止装置を備えたベルトコンベアーを用いること。

5.重機の運転は、免許所有者がおこなうよう厳守させること。

Ⅱ。発掘現場で注意すべき事項

1.服装・装備・用具等

1)安全で機能的な服装にする。

2)平坦面から2m以上の穴等を掘削する場合は、ヘルメットを着用する。

3)ベル トコンベアーの移動時および周辺での作業の際には、ヘルメットを着用する。

4)グ ラインダーを使用する際は、手袋・防護眼鏡を着用する。

5)ス コップ・草削りなどの用具は、危険がないように使用方法や置き方や保管方法に十分注意する。

2.掘削

1)の り面の角度

造成上 :通常の上壌の場合は50～ 60度 とし、これを確保できない場合は土止め等の手当をおこなう。砂地の造成

上の場合は35度 とし、これを確保できない場合は土止め等の手当をおこなう。

堆積土 :基本75度 とし、状況や土質に応じて安全な角度をとる。

発掘区の壁際を深さ1.5m以上掘削する場合は、原則として途中で段を設ける。その場合の段の中は、

60cm以上とする。

2)の り面の保護

のり面はシー ト等で覆うなどし、崩落防止のために必要な保護措置をとる。

3)深い遺構 (深 さ1.5m以上の遺構)

遺構掘削者以外の者が上面で安全確認を行い、十分な注意を払う。場合によっては周囲を広くカットして対応す

る。

なお、作業現場内への昇降のために、階段を設置する。

3.高所 (高 さ2m以上の場所)での作業

1)作業中には安全帯を使用する。

2)架台を組んだ場合は最上段に手すりを設け、安全を確保する。

3)2段以上の梨台は、分解して移動させる。

4.発掘用機械類の操作

(ベルトコンベアー・ポンプ等)

1)調査用電源の設置と取扱いについては、工事用電力の保安責任者が安全確認を行う。

2)ベルトコンベアー・水中ポンプ等の知識を持つ者が整備・稼働させる。

3)ベルトコンベアーを重ねたつなぎ目の部分には、なるべ く上が落ちないような措置をする。

4)原則としてベルトコンベアーの直下での作業・通行を避ける。

5)ベルトコンベアーの移動時は作業員の中で指揮者を決め、周辺の安全性を確保したうえで移動させる。

(重機関係)

1)重機の免許所有者以外は運転しない。

2)運転者は、周囲の安全に注意する。

3)稼働中は、重機の旋回半径内に立ち入らない。

5,健康管理

1)作業中に体調が悪くなった場合は直ちに申し出る。

Ⅲ。その他

1)作業現場内の状況の変化に絶えず注意し、異常を発見したら、直ちに作業を中止して現場代理人に報告し、施設

部の監督職員の指示を受ける。

2)調査区の状況や遺構などの特殊性・重要性等により、上記の 2の 1)～ 3)どおりに発掘作業を実施することが

困難な場合は、現場代理人が監督職員と協議のうえ、安全に留意し作業を行う。
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付  表

1 光永真- 1983「 岡山大学医学部附属病院動物実施設新管工事に伴う排水管付設工事に伴う立会調査」F岡 山県埋蔵文化財報告』13 岡山県教育委員会
2 河本 清 1983「 岡山大学医学部附属病院外来診療棟改築に伴う確認調査」「岡山県埋蔵文化財報告』13 岡山県教育委員会
3 吉留秀敏 1985『岡山大学津島地区小橋法目黒遺跡 (AW14区 )の発掘調査』岡山大学袴内遺跡発掘調査報告第 1集  岡山大学埋蔵文化財調査室

付表 2 2003年 度以前の構内主要調査 (1983～ 2003年度)

| *凡づJ。 総合番号 :調査の地区別通 し番号 (立会調査は選択的に保存)                                        、

1       立会調査で、付表に保存する基準                                                     |
 ヽ       ①中L土層以下を確認 した調Ю 明確な遺構 遺物を確認 した調査                                      ヽ

 ヽ      発掘調査には番号にOを伺 している。                                                   、

 ヽ      確認調査で、その後の発掘調査範囲内に入つたものは、範囲内の番号記載を省 き、全てが範囲内の ものには総合呑号に ( )を付 している。     ヽ

 ヽ    ・ 番号 :年度別報告番号                                                             、

付表 2-(1)発掘調査

(津島地区 :津島岡大遺跡〉

付表 1 1982年度以前の構内主要調査 (1980～ 1982年度)

年 度 地  区  名 種 類 所 属 調 査 名 称 調 査 組 織
調査面積

(lla)
備 考

1980 鹿  田 立会 歯 同附属病院標新営 岡山市教育委員会 8

津島南 BD26 農 寄宿舎新営

津島北 文法 合併処理槽施設

津 島北 文法経 合併処理槽施設

津島南
BD09、 BC09
ヽ

11
基幹整備 (共同溝票付 )

津島南
BD～ BE04～
07

陸上競技場改修 (配水管施設 )

鹿  田 医 病 高気圧治療室新芭

動物実験棟新営
岡山県教育委員会

大学が市教委への確認調査の依頼

をせずに掘削。その後、岡山市

岡山県教委が残存壁面等の調査を

実施

病理解剖体臓器処理保管庫新営 岡山市教育委員会

医 運動場改修

1982

/TJ 島

AV06 10、
Att105 14、

AX08、 BD07、

BE10

試 掘 排水基幹整備

津島 AW14区 で弥生時代 包含層

確認、協議→津島岡大遺跡第 1次

調査へ

津島北 AW14 発掘 法文 排水集 中槽 (NP-1)埋 設 岡山大学 3
小橋法目黒遺跡 :津島岡大第 1次

調査

津島南 試掘 学 武道館新菅 岡山市教育委員会 23

津島北 AY15 16 法 経 校舎新営 70

鹿  田 医 標本保存庫新営 岡山県教育委員会

医 病 外来診療棟新営
岡山市教育委員会

2

立 会 医 動物実験施設関連排水管 ガス管埋設 岡山県教育委員会 1

鹿  田
AE～ AN22、

AE22～ 26
歯 電話 ケーブル埋設 岡山市教育委員会

岡山大学埋蔵文化財調査室

文 献

ハロ
向巧

総
番 年度 番号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称 調 査 期 間 蜘

ｍ
Vrt 要 文献

1982 AW14 文
小橋法 目黒遺跡 (津鳥岡大遺跡第 1次

調査):JI水集中槽 (NP-1)埋 設
821028～ 1124 24 殊生時代 中期 古代溝 3

① 1983

BE14 18、

BF17 18、 BC 14

BH14 15
農

津島岡大遺跡第 2次調査

:排水管埋設
8419～ 35 265 弥生時代早 ～前期集落 4

② 1983 BH13 農
津鳥岡大遺跡第 2次調査

:合併処理槽埋設

■ 14～ 1122
8419～ 35 276

弥生時代早ヽ前期水 田関連遺構 (溝

他 )

4

⑮
2

1

AV00、

AW00 01 学
津島岡大遺跡第 3次調査

:男 子学生寮

121～ 87618、
824-95 1550

縄文時代後期～弥生時代早期の貯蔵穴

と河道および集落、弥生時代の前期～

近代の水圏 溝、古代の条里関連溝

⑩ 1986 3 BF BG09 学
津島岡大遺跡第 4次調査

:屋胸運動場
87119～ 122 弥生時代前期の溝、中世河道 6
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付 編

合

号

総

番 年度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称 調 査 期 間 齢
ω

槻 要 文 献

⑮ 1988 ユ
AY06～ 08、

AZ06 07 大 自
津島岡大遣跡第 5次調査

:自 然科学研究科棟
627～ 89319

縄文時代後期 弥生時代早期の貯蔵穴

と河道 弥生時代末～近世の水田関連

遺構

② AV AW04 05 工
津島岡大遺跡第 6次調査

:生物応用工学科棟
920～ 89531

縄文時代後期の貯蔵穴と河道、古代条

里関連溝、弥生時代前期～近世の水

田 溝

⑭ 1988 3 AV AW05 06 工
津島岡大遺跡第 7次調査

:情報工学科棟
1012～ 89331 縄文後期集落、弥生時代前期～近世水

田

⑩ 1990 1 AY AZ08 大 自
津島岡大遺跡第 5次調査

:自 然科学研究科棟
43～421 古墳時代後期の溝

④ BD18 19 民 粟
津鳥岡大遺跡第 8次調査 (A地 点 )

:遺伝子実験施設
723～ 1225 縄文時代の上坑、弥生時代～近世の溝

⑥ 3 烏 薬
津島岡大遺跡第 8次調査 (B地点 )

:合併処理楷
723～ 122 弥生時代滞、古代 ヽ近世水田

⑩ 1 AU～ AW飩 工
津島岡大遺跡第 9次調査

:生体機能応用工学科棟
71～ 93129 縄文時代後期の貯蔵穴 と河道、弥生時

代ヽ近世の水田址

① BB～ BC10～ 11 保
津鳥岡大遺跡第10次調査

:保健管理センター
9321-331、

417～ 731
弥生時代後期～占墳時代集落、近世耕

作関連遺構

⑭ 2 AV～ AWll～ 12
津島岡大遺跡第H次調査

:総合情報処理センター
914～ 941 縄文後期遺 13t

◎ AV～ A｀お113～ 14 図
津島岡大遺跡第12次調査

:図 書館

9429～ 331、
41ヽ 1130

弥■時代前期水日、弥生時代時代中期
ヽ古墳時代溝、古代～近世溝 (条 里関

連 )

②
2

1
AヽV～ AXll～ 12 事

津島岡大遺跡第13次調査

:福 利厚生施設北棟

106ヽ 1130、

95710～ 104
縄文時代後期 ビット、弥生時代水田、

弥生ヽ古墳時代溝、近代耕作面

◎ 2 BB～ BC12 13 事
津島岡大遺跡第14次調査

:福利厚生施設南棟
1025～ 96214 弥生時代前期水円、弥生～古墳時代の

溝

⑩ AW00 01 サ

津島岡大遺跡第15次調査
:サ テライトベンチャービジネスラボ
ラトリー

96116～ 425
縄文時代後期 弥生時代早朗の貯蔵穴

と河道、縄文時代後期集落、弥生時代

前期水田、古墳 ～中世水田 溝

３８

紀

② 2 BD19～ 20 農 薬
津島岡大遺跡第16次調査

:動物実験棟新首
9657～ 15

A地点 :縄文時代 と古墳時代の土坑、

B地点 :中 世の溝、古代の柱穴列、弥

生時代の水田

〇 3 AW02～ 04 環
津島岡大遺跡第17次調査

1環境理工学部新営
96521～ 19 縄文時代後期の集落、弥生時代の溝

水田、古代の水田

◎ 2 事
津島岡大遺跡第18次 調査 :福利施設

(南 )新営に伴 うポンプ槽取設
9847～ 410 古代の溝状遺構 酪

⑭ 1998 3 AZ09 10 理
津島岡大遺跡第19次調査
:コ ラボレーションセンター 98727～ 99218 縄文後期遺櫛、弥生前期の河道、古Irl

時代 中世の溝、近世道路状遺構 滞

⑦ 1998 5 AY07 環
津島岡大第20次調査 :校舎 (I期 )新
営に伴 うポンプ柑取設

981019～ 28 黒色土上面 に溝 、中世沸 路

⑬ 6 AX09 工
津島岡大遺跡第21次調査

:エ レベーター設置
6～ 24

縄文時代中期土坑、弥生時代早期～前

期清、古代土坑 溝

◎ AW02 03 環
津島岡大遺跡第22次調査

:校舎 (Ⅱ 期 )

199931～ 712 773 5

縄文後期河道 集落、弥生時代河道

水田畦畔、占墳時代溝、古代～近世溝

(条 里関連)水 田畦畔
「D3

⑪ AZ15 BA14 大 文
辞島岡太遺跡第23次調査

:総合研 究棟
0023～ 728 1339

縄文時代後期河迫 抗列、弥生前期河

道 堰 溝、弥生中期ヽ近せ溝

⑪ 2Cll10 3 AZ14 大 文
津島岡大遺跡第24次調査

:総合研究棟渡 り廊下建設
00125～ 14 縄文時代後期河道 抗列

① 4 BA15 箇
辰

津島岡大遺跡第25次 調査

:散水施設設置
01129～ 31 中世～近世の溝 杭 6ユ

⑪ BC～ BD14～ 15 事
津島岡大遺跡第26次 調査

:事務局
01326～ 930 縄文～弥生時代 の河道 貯蔵 穴 土

坑 炉、近世の溝 堰

⑪
2

1
BB～ BC14～ 15

津島岡大遺跡第27次調査

:倉1立 50周年記念会館
0221～ 6閉 1648

縄文時代後期の炉、弥生時代 古墳時

代の溝、中世の畦畔 (条 里関連 )

〇 21X12 2 AヽV～ AY06～ 08 大 自
津島岡大遺跡第28次調査

:自 然科学系総合研究棟

430～ 920、

1128～ 03115
弥生時代前期の畦畔、中世～古代 の

畝 ,森

④ 2002 4
津島岡大遺跡第29次調査

:共同溝
02918～ 103 62 6 弥生ヽ古墳時代の溝 ピット

(鹿田地区 :鹿田遺跡〉
ハ
ロ
ロ〓

総

番 年 度 番 号 格 内 座 標 所属 調 査 名 称 調 査 期 間 疏
ｍ

概 要 文献

① 9 AU～ BD28～ 40 医病 鹿田遺跡第 1次調査 :外来診療棟
727～ 1122
M19～ 831

2188 弥生時代 中期後半 ヽ中世集落 7

② 1983 10 BG～ B118～ 21 医病 鹿田遺跡第 2次調査 :NMR CT室 81～ 1230 弥生時代後期 ～中世集落 7

⑩ 1986 1

CN～ CU27 28
CT～ CY19～ 27

CX～ DD16～ 25

DD～ DG22 23

医 短 鹿田遺跡第 3次調査 :校舎 62～ 1129 中世の集落、占代の河道と椅脚

⑫ 1987 3
DD～ DF25、

DG～ D127 28
医短

鹿円遣跡第 4次調査

:校舎周辺の配管
H2～ 1121 古代 の河道

⑬ 1987 2 BB～ BH35～ 42 医病 鹿日遺跡第 5次調査 :管理棟
106～ 8832
88323～ 331 弥生時代中期後半～中世の集落
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付  表

〈
日
向〓

総

呑
年度 番号 格 内 座 標 所 属 調 査 名 称 調 査 期 間 醸

耐
概 要 文献

⑩ BWヽ CC67～ 71 ア
鹿田遺跡第 6次調企

:ア イツ トープ総合センター
1120～91630 弥生～古墳時代の集落、中世集落

〇
4

1

BR55～ BX61、

BY56～ 57
医

鹿田遺跡第 7次調査

:基礎医学棟
98227～ 86 占墳時代初頭 中世の集落、近性の水

田 溝

② 1998 4 BP～ B欝0～ 32 医病 鹿田遣跡第 8次調査 :RI,台療室 98728～ 91 古墳時代溝 中世滞

②
7

1

CD33～ 37、

CE CF28～ 37、

CC～ C」 20～ 37、

CK CL25～ 37

医病
随田遺跡第 9次調査

:病棟

981127～
99  5 11

2088 弥生時代水円 溝、中世～近世集落

⑪ 1999 3
CD CE10～ 12、

DD～ DF16～ 22
医病

鹿田道跡第10次調査

:共 同溝関連
9957ヽ 991014 244 1

古代の杭列 (河 道内 )、 弥生時代 ビッ

ト、近世ljI

⑫ 1999 4 CD～ CM19～ 42 医病
鹿田遺跡第11次調査

:病棟
99819～ 1222

弥生時代水田畦田キ、古代池状遺構、中

世～近世集落
56

⑩
2

CO～ CV35ヽ 44、

CN CM38～ 41

CN28～ 38

医病
鹿田遺跡第12次調査
:工 不ルギーセンター

0010 2ヽ
01 05 10

1897
弥生時代灘 河道、古墳時代 中世集

落、近世土坑 溝

⑮ 3 BL～ BR46～ 5] 疋
歯

鹿田遺跡第13次調査

:総合教育研究棟
02430～ 1025 弥生時代の溝、古墳時代 の上器溜 ま

り 溝、中世の集落、近世土坑群
71

◎ 2003 1 CD～ CM12～ 20 医 病
鹿田遺跡第14次調査

:病棟 (Ⅱ 期 )

03731～ 1217
弥生～古墳時代の畦畔 滸、中世のオ

戸 土坑 溝 近世のため池 土坑

‐
4

⑭ 2003 2 BQ～ BS45 46
大医

歯

鹿田遺跡第15次調査

:総合教育研究棟外構工事
031016～ 1029 古墳時代初頚の井戸 溝、中世溝群 烈

〈三朝地区 :福呂遺跡〉
合

号

総

番
年 度 否 号 権 内 座 標 所属 調 査 名 称 調 査 期 間 鵬

ω
概 要 文 献

① 1 2 固
福呂迫跡第 1次調査

:実験研究棟

97510～ 20、

728～ 31

縄文時代 早期 弥生時代中期 中世

近世集落

② 1997 3 固
福呂遺跡第 2次調査 :実験研究棟新首

に伴 う工事スロープ部分
971125～ 125 近世 中世 古代の集落

付表2-(2)試掘 。確認調査

〈津島地区 :津島岡大遺跡〉
総号

番号
年度 番号 梅 内 座 標 フ子属 調 査 名 称

掘 削 深 度

(m)

造成上厚

(m)
lrl 要 文 献

(3) 1983 1 BH13 農 合併処理 IB4予定地 25 →津島岡大第 2次調査 :1983年度 ユ

4 2 BF17 排水管中間ポンプ楷予定地 35 1

5 3

BE～ BG14、

BE BH15、
BE18、 BF16～ 18、

BC18

箇
辰 排水管埋設予定地 20

29ケ 所で試掘一津鳥岡大第 2次調査 :

1983年度
I

6 4 BF22 23 農 農場畜舎新営予定地 20～30 06 2ヶ 所、土器片 (1987年 度工事立会〉

(7) 1983 5 BC BD15 争 大学事務局新営予定地 20～ 30 2ケ 所、一滓島岡大第26次調査 :2000

年度
1

(8) 1983 6 保 保健管理センター新営予定地 20～ 30 08 →津島岡大第10次調査 :1999年度

1983 7 事 津島宿舎新営予定地 09 土器片 〈1987年度工事立会〉

10 1983 8 AW05 工 校舎新営予定地 30 1 土器片

12 1985 ユ BE08 教養 講義棟予定地 35 12 這構など米確認 (1986年 度工事立会〉 5

13 985 2 AX02 教育 研究棟予定地 26ヽ 34 12 3ケ 所 、縄 文～弥生土器出土 5

985 3 AV AW99～ 01 宇ヽ 男子学生寮新菅予定地 20～30 ユ →津島岡大第 3次調査 :1986年度 5

(17) 3 BF BG09 学 屋内運動場新営予定地 24、 12～ 17 11 一津島岡大第 4次調査 :1986年度 6

986 4 AY AZ07 大 自 自然科学研究科棟新営予定地 16～32 06～ 08 →津島岡大第 5次調査 :1銘8年度 6

987 4 AP02(上 生地区 ) 事 外口人宿令建設予定地 22～ 28 縄文時代 弥七時代 近世の遺構面 8

987 5 AVll 総合情報処理センター新営予定地 20～ 30 2 →津島岡大第11次調査 :1993年度 8

6 AY09 理 身体障害者用エ レベーター建設予定地 30～ 35 約10 中陛 近 世の遺物 、古代  中世の水 田

〈継続 して調査 〉
8

1987 7 枚養 身体障害者用エ レベーター建設予定地 07
縄文時代遺梼、縄文 中世 近世土器

〈継続 して調査 〉
8

1988 17 AX04 06、 AW04 工 校舎建設予定地 20～35 →津島岡大第 6 7次 調査 :1988年度 11

1988 19 BD18 19 農 薬 動物実験飼育施設 遺伝子実験施設 23 11～ 12 →津島岡大第 8次 JFl査 :1991年度 11

事 国際交流会館 12
中 陛 近 世の遺物出土 (1988年 度工事

立会 〉
11

2 AZ BA05 教育 身体障害者用エ レベ ー ター 25
縄文時代後期 弥生時代早期の落込

み、縄文時代後期～中世上器片

〈継続 して調査、面積38 5nl〉

14

1989 3 AZ17 大 自 合併処理槽設置予定地 16～ 20 中世～明治の水日の畦畔 浦

(1鋸9年度工事立会〉
14

1989 BD02 字 学生合宿所予定地 20～ 32 1
弥生時代早 前期の畦畔 (1989年 度工

事立会〉
14

(36) 1989 5 AV AW113 図 図書館新営予定地 14～ 16 →津島岡大第12茨調査 :1993年度 14

1990 3 BC02 学 学生合宿所ポンプ槽予定地 11 弥生時代前期 畦畔、中世上器片 18

1990 6 A・V AXll 事 福利厚生施設予定地 14～ 16 →津島岡大第13次調査 :19飢年度
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付 編

号

号

総

番 年度 香 号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称
掘 削 深 度

(m)

造成上厚

(m)
概 要 文 献

56 1993 3 BE～ BF22～ 23 農 農学部汎用耕地実験実習施設 15 中ヽ近世耕作土

1994 3 BD20 農 薬 動物実験施設 20
CL-14mで 黒色土、縄文土器 l点 出

土 〈盛 り上保存 〉

4 BE26 事 国際交流会館新営予定地 41 24
明治～中世の土層確認、以下は湿地状

態、遺構 遺物無 し (明 治畝のみ )

(工事立会〉

38

72 5 AW02 03 環 環境理工学部新営 →津鳥岡大第17次調査 :1996年度

73 6 BF07 学 ボクシング部ボックス移設 3
標高25mで 黒色土、弥生～古墳 時代
の溝 2条、古代溝 1条

1998 9 AZ09 理
コラボ レーションセンター新首に伴 う試掘

調査
27～34 →津島岡大第19次調査 :1998年度

AW02 03 環 校舎 (1期 )新営に伴 う調査 →津島岡大第22次調査 :1998年度

1998 AW04 工 システムエ学科棟新営に伴 う調査 GL-18mで 黒色土、縄文後期の遺構

1998
AU02 03 06、
AV03 事 遺跡保護区整備に伴 う調査 24～38 08～ 16

5カ 所、TP1 3 5:微 高地 状、

TP2 4は 低 湿 地 状、TP lで 弥 生

溝、TP3で 弥生溝 ピッ ト、TP4で
中世溝

1999 6 AZ15、 BA14 難
経

総合校舎新営に伴 う調査 27、 35 →津島岡大第23次調査 :1999年度

1999 7 AV08 工 電波暗室新営に伴 う調査 現表土以下、基盤 となる岩盤層 「D6

2000 6
AV00、 AX00 02
饂、AZ06、 AW08

縄文～弥生時代における環境復元に伴 う調

査
26～32 17～ 09 6カ 所掘 削、縄文 弥生時代 の微 高

地、古代溝を確認

2000 7 創立50周年記念館新営に伴 う調査 2 →津島岡大第27次調査 :2001年度

2002 5 BD15 事 事務局旧本部棟移転に伴 う調査 21 黒色上の落 ち検 出 71

(鹿田地区 :鹿田遺跡)

ラ
号

裕
呑

年度 番号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称
掘 削 深 度

(m)

造成土厚

(m)
概 要 文献

(4) 1984 1 BU30 31 医病 西病棟北堀‖受水槽予定地 0_5～ 07 中世土器 包含層確認 く盛土保存 〉 2

(5) 1984 2
CT CU25、
CZ19 20 23・ 24

医短 医療短期大学部校舎新営予定地 27 08～ 10 →鹿田第 3次調査 :1986年度 2

6 1985 4
AJ 33、  A140
AJ AK26 医病

外来診療棟環境整備工事に先立つ範囲確認

調査
22-30 09～ 14 弥生時代 ～中世の遺物 5

(17) 1990 5 8Y BZ68 ア アイツ トー プ総合セ ンター予定地 1_2～ 13 一鹿岡第 6次調査 :1990年度

(26) 1997 8 BT57 医 基礎医学標 →鹿田第 7次調査 :1997年度

1998 1ユ

CF CG43 44、
CH25 26、
CK35 36、 CK15

医病 病棟新営に伴 う調査 20～ 24 10 →鹿田第 9女調査 :1998年度

(倉敷地区〉
白す
ｏす

総

番
年度 番号 格 内 座 標 所 属 調 査 名 称

掘 削 深 反

(m)

達 成 二 厚

(m)
lPI 要 文 献

1 1990 4 資源生物科学研究所遺跡確認調査 07 中世後半以降の土器片

2 1998 イヾオ実験頼新宵工事に伴う調杏 近世干拓地内、遺構未確認

(三朝地区 :福呂遺跡〉
白す
口〓

総

番 年度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称
掘 削 深 度

(m)

造 Fk土厚

(m)
概 要 文 献

3 1997 5 6 国 実験研究棟新営工事に伴 う試掘調査 166-21 2カ 所→福 呂第 2次調杏 :1997年慮

付表 2-(3)立会調査

(津島地区 :津島岡大遺跡〉
号

暑

総

悉 年 度 番号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 f/1

掘 削 深 度

(m)

造成上厚

(m)
税 要 文献

1984 B115～ 17 事 南宿舎合併処理槽関係配水管埋設 10～ 22 10 溝 土坑 、弥生土器 須恵器 2

1986 BBЭ8 09 教養 校舎新営 13 中 近世の溝 土器 6

1986 学 ンヽ ドボールコー ト新設 02～20 黒色土確認 6

1986 BF07 08 教養 校舎新営に伴 う電気配管 中世包含層 6

1988 BG10 11 教養 テエスコー ト夜問Fξ明施設 22 15
Gし―約 2mで 黒色上、西 に向か う落

ちを推定
11

1989 8 AZ08 大 自 自然科学研究科棟新営 :工事用道路 弥生時代後期水田 溝

AU05 工 校舎新営に伴 う電柱架設 10 黒色土確認

1990 AV餌～10 事
岡山市道本町津島東線拡幅に伴 う補償工事

I:電柱移設
04～ 3_0 06～ 1,4 5ケ 所、黒色上、条里南北溝

1990
BC02～ 04、

BD03 04 事
岡山市道本町津島東線拡幅に伴 う補償工事

I:学生合宿所給排水管設置
12 GL-23mで 黒色土

9 BC18 農 薬 防火用水撤去 基盤層 まで掘削、石鏃出土 21

BB16 3・・
津島地区基幹整備 (電 気 )

:ハ ン ドホール アース板
17～ 18 2 ケ所、明治層～淡灰色粘土層

BD15 事 津島地区基幹整備 (電 気):ア ース板 7 10 GL-15mで 黒色土

BC BE BF12 事 南北道路街灯設置 5 3ケ 所、CL-14mで 古代層

磁 1992 BD18 螂
民 遺伝子実験施設ハ ン ドホール設置 〕75～ 11 縄文後期層 まで掘削、溝 2本検出

酪 1992 AV12 事 附属図書館北側駐車場整備 3 17 造成上以下 は粘土屠
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付 表

号

号

総

番 年「kF 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称
掘 削 深 度

(m)
造成立厚

(m)
概 要 文 献

57 を993 17 BB～ BC10～ 12 保
保健管理 セ ンター新営 に伴 う外構工事ほ

か :電気配線
18 06～ 07

保健管理センター本調査 と同 じ層序、

黒帽色土は CL-115～ 17m、 その直

下に基盤層

1993 BBll 保
保健管理センター新営に伴 う旧棟改修 :電

気配線
1 1 弥生土器片、工法変更

1993 BA07 尋
津 島地区基幹 整備 :RI共 同利 用施設 排水

狙理柿譜 IIJ言 9吾
32

明 治ヽ中 世 層 暗 褐 色 土 層、古 代

溝 ?、 縄文晩期 ?土器片

1993 BD～ BE13 事
津島地区環境整備 :南北道路沿水路ボック

スカルバー ト数設
15 10 近世 ～中世層 を確認

1993 BB～ BG12～ 13 事 津島地区環境整備 :水銀灯設置 18 05～ 12 10ケ 所、近世～中世層 まで掘削、一部

で暗褐色土層を確認

1993 BDヽ BE12 13 事 津島地区環境整備 :信号機設置 16 10 近世か ら中世層、一部で暗褐色土層

1993 9～ 41
BB05～ 07、

BC05 41
学 野球場バ ックネット 防球ネット改修 20～32 10

CL-12～ 20m付 近で黒色上、以下

は黄色砂～青灰色粘土

199盟 9 BD BE BF04～ 07 事 陸上競技場照明灯設置 2
オー ガー掘 削 (径80cm 深 さ10m)

GL-192ヽ 20mで 黒色土

1994 13
AV10、 AW10、

AUll
情 総合情報処理センター新営電気工事 22 15

近 世 2面、中 LI(近 世 か ?)1面 、

GL-17mで 黒色上、近世溝

1994 BD20 農 焼却場 22 15 CL-19mで 黒色土

1996 4 BC18 農 薬 動物実験棟新営に伴 う造成土取 り 19 黒色土層付近 まで掘削

1996 5 BD16～ 19 農薬
動物実験棟新営 に伴 うハ ン ドホール設置工

墓
4 ケ所、造成上以下に 5層 確認

硲 1996

AV02、 AV03、

AV04、 AV99、

AW02、 AW04
サ

チテライトベンチャービジネスラボラト
リー新営 :外灯設置工事

10～ 15 )76～ 11 6ケ 所、明治層 2面  近世層 2面  中

世層 ?ユ 面 弥生層 ?1面

1996 AV03～ AW03 サ
サテライトベンチャービジネスラボラト
リー新営 :配管設置工事

2
弥生時代層まで掘削、古墳時代前期の

遺構 造物

1996 AM103 環 校舎新営予定地電桂移設工事 黒色土 まで掘削

1996 AV13 図 附属図書館新営 :雨水桝 外構工事 10
造成土以下に青灰色粘質土 黄褐色粘

質土 灰掲色粘質土

1997 BB13～ BH13 事 南北道路 ガス管埋設工事 中世層 まで掘削 「30

1997 AWll～ BA13 事 南北道路ガス管埋設工事 15 中世層 50

1997 BC12 事 福利厚生施設新営に伴 う共同溝新設工事
GL-165mで 黒色上、古代～近世 の

法

盟 1998 BA09 事 構内外灯設置工事 1 47 10 CL-142mで 黒色土

1998 AZ09、 BA09 理
コラボレーションセンター支障配管布設替

工事
10 GL-14mで 黒色土

1998 8B12 BC12 事 南福利街灯設置工事 14 中世層 まで掘削

1998 AY06 環 校舎新営に伴 うガス管埋設工事 12～ 14 )65～ 09〔 中世層まで掘削、10ケ 所

1998 BC10 事 学生会館改修に伴うトラップ4bl撤去工事
GL-17mま で灰褐色粘 土層、Gと―

22mま で青灰色粘土層
53

1998 BA00 事 NTT電 柱移設工事 造成上以下に褐色系粘質土

100 1998 AX03～ AY07 環 実験排水管埋設工事 06～ 14
10ケ 所、 5地点で中世層、 2地点で古

代層、 1地点で古墳時代層まで掘削

を998 AU02 環 馬場移設に伴 う樹木移植 11～ 13 GL-2mで 弥 生 後 期 層、CL-22m
で縄文基盤層

102 1998 AV03、 AM「03 環 校舎新営に伴 う生活排水桝設置工事 1 97 1_4 古墳時代層まで掘削、須恵器 土師器

103 1998 AW03 環 校舎新営に伴 うガス管理設工事 1 45 中世層 まで掘削

1999 8 AY00、 AZ01・ 03 施 構内外灯設置工事 115～ 135 05～ 12 3ケ 所 で 黒 色 土 (GL-085～ lm)
確認

108 1999 12 AZ08 09 理
コラボレーションセンター新営工事に伴 う
ハン ドホール

148～ 21 103～ 11( 2ケ 所、 ユケ所で古墳時代層まで掘削

1999 13 AW02 環 校舎 (1期 )新営に伴 うスロープ設置工事
調査面積251r、 黒色土下面まで調査、

近代土坑 古代溝 縄文後期 ピット

1999 AZ09 理
コラボレーションセンター新営に伴 う排水

TVII

10～ 12 08～ 10 6ケ 所、 1ケ 所で黒色土対応層 まで掘

肖」

17 BA12 事 津島地区電柱工事 16
造成上下に灰色粘質土 暗茶褐色粘質

土層
61

117 2000 AY09 理 校舎改修工事 :理学部本館基礎補強工事 13
造成上下に暗青灰色粘質土 褐色粘質

土 灰色粘質土

2000 28 AX10、 AY10 理 校舎改修機械設備工事 :電気 085～ 160 08～ 11
南 lFレ ンヽ ドホールは CL-16mま で

掘削、GL-152mで 中世溝検 出、南

東から北西方向に向かって走行

200Э 42 AW08、 AX08 工 精密応用化学科棟都市ガス改修工事 16～ 205 GL-182mで 明灰褐色粘土 (中 世 ?)

120 2000 44 BA16 大文 総合研究棟仮設電柱建柱工事 15～ 17 10
GL-14mで 中世層 ?、 軍庭 園 の築

山、土塁を一部掘削

122 4 AZ10 理 校舎改修電気設備工事 16 10～ 12 ハン ドホール部分で中世溝

123 11 BB～ BC16 事 本部棟電柱設置工事 1 5～ 2 1 1 2～ 1 4
2ケ 所、CL-14mで 灰 色 粘 土、

GL-21mま で谷部か ?

124 200] BB BC13 事 本部棟車庫移設工事 05～ 16 10 2ケ所、中世層まで掘削

2001 BB14 事 本部棟樹木移植 16 〕65-01
CL-14mに 灰色粘質土層 (古代 )を
確認
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付 編

号

号

総

番 年 度 番号 悔 内 座 標 所 属 調 査 名 称
掘 削 深 度

(rI)

造成土厚

(m)
概 要 文献

事
本部棟車庫移設工事に伴 う旧変電室基礎解

体工事
1 05 045～ 075 12ケ 所掘削、中世層 まで掘削

BE15 農 校舎改修電気設備工事 18 15 3ケ 所、古代 古墳層 まで掘削 71

2002 BC13～ 15 事 本部棟新設工事 :排水桝 管路 12～ 25 07～ 12 突帯文土器 石器がまとまって出土、

近世溝 弥生溝
71

零 本部棟新営その他工事 :雨水排水桝 管路 1 57 中世層 と古代 古墳層を確認 71

2002 54 BB13 BD14 事 本部棟新営その他工事 :外灯 095～ 19 08
2ケ 所で中世層 と古代層 まで掘肖1、

CL-13mで 黒色土

2002 BC07 09 教養 一般教育棟 B棟外灯設置工事 10～ 126 路 ケ所、中世層 まで掘削 71

57 BB～ BC14～ 15 要 創立五十周年記念館新築工事 :汚水排水 10～ 23 085～ 10 一部黒色土上面 まで掘削 71

2003 1 BB13～ 15 五 十
創立五十周年記各館新築に伴 う掘削 (雨 水

排水桝 管埋設工事 )

GL-13m 07～ 08 中世層 まで掘削
‐

l

2003 4 AX06 工
総合研究棟新首機械設備工事 (ガス配管埋

設工事 )

GL-14m 古代層 ?ま で llB削 Й

2003 6 事 旧事務局庁舎改修電気設備工事 GL-243m GL-19mで 黒色土、CL-21mで 縄

文基盤層確認
馳

2003 7 BB BC18 農
農学部総合研究棟改修電気設備工事 (仮設

電力 電話引 き込み建柱工事 )

GL-17m 07
径05m、 GL-12m前 後 で 黒 色 土

層、CL-15～ 16m前 後 で縄文後期

基盤層確認

Й

2003 8 AX06～ BA06 工 総合研究棟新営その他工事 (雨 水排水 ) GL-17m 07～ 08
標 高33～ 34mで 黒 色 土、弥 生～古

代 の東西溝多数、近世 近代 の東西

溝 畦畔確認

‐
4

2003 14 AW AX06 07 工 総合研究棟新営電気設備工事 (外灯 ) CL-14m 中世層 まで掘削 馳

2003 15 AW～ AX06～ 07 工 総合研究棟新営その他工事 (排水 )

GL―
05～ 25m

桝で縄文基盤層 まで掘削 した箇所 あ

り、弥生滞確認

‐
4

2003 17 BC～ BD15 事
旧事務局庁舎改修電気設備工事 (外 部給

水 消火配管 )

GL-275m 1 1 桝で、縄文基盤層確認 Й

144 2003 2ユ ー1 BG～ BH13 事
公共下水桝接続工事 Noユ 区間

農学部合併処理槽
GL-18m 縄文基盤層 まで掘削

‐
4

2003 21- BE～BC10 事
公共下水桝接続工事 No 2区 間

体育館東～武道場西

CL―
195～ 225m 08～ 09 桝で縄文基盤層、管路で弥生早 前期

まで掘削、弥生i歳 縄文土坑確認
紹

2003 21-4 AZ16 事
公共 Fttl・ l接続工事 No 4区 間

文 法 経 2号館西
CL-245m 15 縄文基盤層 まで掘削、弥生溝確認 馳

2003 21- BA10 事
公共下水桝接続工事 No 5区 間

理学部
CL-19m 07 中世頃の座七川を確認

148 2003 21- BG22 事
公共下水桝接続工事 No 6区 問

農学部 4号館束

GL―
15～ 19m 09～ 14 縄文基盤層 まで掘削、弥生～古墳初頭

ピット、近代‖喧畔状遺構確認
密

2003 21-7 事
公共下水桝接続工事 No 7区 FH4

津島宿泊所

GL―
115～ 13m 中世層 まで掘削

150 2003 21- 事
公共下水 tWh接 続工事 N08区 間

南宿舎

GL―
20～245m 1〕 縄文基盤層 まで掘削 密

(鹿田地区 :鹿田遺跡)

号

号

総

番 年度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称
掘 削 深 度

(m)

達 成 二 厚

(m)
概 要 文 献

3 1983 AO～ AW22 医 病 外来診療棟蒸気配管埋設 1 3
弥生時代後期土器  分銅形土製品、貝

集積
1

7 1985 6
AW～ BH 23
BH BI% 医病 外来診療棟関係屋外排水管埋設 13～ 17 07～ 13 中世 弥生の遺構 遺 物 5

8 1985
AG31、 AC24、 AF
23

医病
基幹環境整備緑化工事 :電気配線ハ ン ド

ホール掘削
12～ 17 09～ 13 3ケ 所、中Jr包含層 ビット 5

9 1986 9 BI～ BN4 医病 記念館東側汚水管改修工事 08～ 13 中世包含層、土器出土 6

11 24

Cと CヽR12、

CR～ CX13、

CX～ DA14
医 短 護岸及び凹障工事 2 08～ 10 中世包合層

14 8 BC37 医病 管理棟新営に伴 う基礎杭確認 25 弥生時代包含唇 違枯確認

15 1989

CE30 37 4コ
C」  CK45、
CL28 29

医病 旧管理棟跡地環境整備 :外灯基礎 12～ 15 07～ 10 2 ケ所、中世層 を確認 14

18 BW71 ア ア イソ トープセ ンター L形側溝  集水枡 14ヽ 15 09 中世溝 1条

19 C173 医 テニス コー ト脇電柱埋設 12 古代土器 1点

5 DH60～ 62 医 護岸改修工事 15
近世層以下はすべて遺構埋上の可能性

あ り、溝 3条 ピット9基

2ユ 11 BG B118 医病 鹿田地区基幹整備 :附属病院連絡通路新設 15
造成上以 下に茶褐色土 青灰色粘質土

層、遺物な し

22 14 CD07 08 医病 鹿隅地区基幹整備 :液酸 タンク設置工事 23 中世 2面 確 認、溝 3条 、浩 内か ら中

世 古代の上師器出上

17 CD08ヽ CCll 医病
鹿田地区基幹整備 :附属病院液酸 タンクU
字溝埋設工事

1 23

包含層確認、中世土器細片、既設管

工事基礎などで区 FR4全長の 1/2程 度
は破壊

23 DF56～ 67 医 防球 ネット取設工事 3

径60cmを 12ケ 所、その内 4ヶ 所で土

器片 石器出土、.IR査 区西寄 りは、

CL-2m以 下は旧河道か。

1998 36 BV73、 CN78 医 校舎新営 に伴 う仮設電柱工事 1 2 10 中世層まで掘削

15 BV65～ 71 医 研究棟新営に伴 う給排水桝 管路 12～ 14 中世層 まで掘削
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付  表

口市
白市

総

番 年度 番号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称
IIE削 深 反

(m)

造 成 上 厚

(m)
概 要 文献

34 1999 18 BU65 医 研究棟新営に伴 う検水槽 11 面積 8 2nl、 近世溝 、中世溝  ビッ ト

1999
BY42 43、

B143 44
医病 基幹整備 (電気設備):地 中配管 125～ 145 045～05

2ヶ 所、中世層 まで掘削、時期不明の

遺構

36 1999

CF21～ 28、

CF～ CL28、

CD～ CF28～ 33

医病 病棟新営に伴 う共同溝解体 17
面積18ド、鹿日11次調査 3区南側部分

で中世 ピット確認

1999 CN46～ DE49 医病 病棟新営に伴 う汚水桝 管路 23
古墳時代の井戸 1基 土坑 1基 中世

溝等

47
Cヽl CN CP CR
CT 58、 CV DA
DC DD DF59

医 グラウンド防球ネットポール 20～ 23 11ケ 所、南側 6ケ 所は河道、 7～ 10ケ

所付近は微高地、最北端は河道

BT51 医病 病棟新営に伴う汚水検水桝 2 1

造成上以下 7層 確認、古墳時代層 まで

掘削か。

CD41ヽ CN45 医 病 病棟新営その他工事 :管路 雨水桝 16～ 18 溝 と思われる遺梼など確認 61

42 2000 26

CN15 21 27、
C031 42、

CS45、 DV45
医 電柱及び外灯の埋設工事 16

7ケ 所、灰 白色土層 淡掲色砂 質土

層 暗褐色砂質土層を確認、微高地部

か。

D127 医 医学部ガス配管切 り離 し用パルブ取付工事 08～ 115 07 GL-085mで 黄灰色粘質土

44 DG～ D」28～67 医 病 鹿田団地南側用水路境界擁壁改4ケ 21ヽ 23 13～ 15 幅120mの FF面 調査、古代 の遺樽 河

道確認
61

2001

BR～ CA43、 CA
43～ 55、 CA 44～

CL45、 BR～ CA55
医

総合教育研究棟埋蔵文化財発掘調査に伴 う

機械設置工事
1 65 07-09 中世層 まで掘削、中世土器が多数出土

した地点あ り。

2002 10 CHll～ CN22 医 鹿田団地ガス配管埋設工事 10～ 13 中世層 まで掘削 71

2002 19 BT BUll 医病 鹿日団地ガス配管埋設工事 05～ 18 2ケ 所、GL-122mま で掘削 した地

点で中世または古代層確認
71

2002 CQ41～ 42 医病
エネルギーセンター棟新営その他工事

:共同溝排水管
15 1ケ 所、包含層まで掘削

2002
CG41、  C034、

CF43、  C038
医病

エネルギーセンター棟新首その他工事

:外灯
147～ 166 4ケ 所、中世層まで掘削

51 2002 CV36～ 45 医 病
セ一ギル

滞
不ヽ
外

エ ター棟新営その他工事 09～ 19 09 中 LIの井戸 柱穴 溝 71

2002 BI～ B割 5～ 53 大医歯 総合教育研究棟新営その他工事 185～ 20 08～ 10 5ケ 所、中世層 まで掘削 71

2002 DC67 事 本部棟新営その他工事 :植採移植 1 25 中世層

y 医 病 旧混合病棟 グリース トラップ改修 1 68 底面で弥生～古墳層、土器小片 71

2003 5
BS～ BZ45、

CA～ C046、 C045 医
総合教育研究棟新営その他工事 (屋 外排

水 )

17 07～ 10 弥生 中期 ?包 合層 まで掘 削、近世土

坑 中世 ピット多数確認、低地部確認
留

2003 9 BL～ BS45～ 53 医
総合教育研究棟外構工事 (雨 水 汚水 実

験排水 )

08～ 175 07～ 09
弥生中期包含層 まで掘削 した箇所 あ

り、古墳時代溝、中世井戸、近世土坑

等を確認

Й

57 2003 と0 3R～ BS50～ 醜 医 総合教育研究棟給水配管理設工事 1 33 一部で中世層確認

2003 BR53、  BL54 医 総合教育研究棟外構工事 (外灯 ) 14 中世層 支でIF部 鞄

(東山地区)

号

号

総

番 年度 番号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称
掘 削 深 度

(m)

道 成 二 l.‐

(m)
概 要 文献

1 1983 13 教育 附属中学校新営 40～ 50 シル ト層 中 1

2 1997 教育 附属小 中学校他囲障改修工夢 12 0 79 GL-1 lmで 折世末 田層、濠 1条

(三朝地区 :福呂遺跡〉
旦
々

日
巧

総

番 年度 番号 憾 内 座 標 所属 調 査 名 称
掘 削 深 度

(m)

造 成 上 厚

(m)
概 要 文献

4 1997 固 実験研究棟新営に伴う電気埋設管路工事
GL-10mで 中世包含層は東に向か�

上昇
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付表 3 埋蔵文化財調査研究センター収蔵遺物概要 (2003年 度現在)

所 属 種 類 調査名 地区名
箱数 (1箱 :約30リ ットル) 備      考

(主 要時期 特殊遺物 )

文 献
総 数 土 器 石器 木器 * 種子 * その他 ンブル*

医病 発 掘 鹿田第 1次調査 (外来診療棟 ) 598 493 155 1

弥生中期ヽ中 近世、木製短甲 人面

線刻土器 ガラス洋等
7

鹿 田第 2次調査 (NMR CT室 ) H89 4 弥生後期ヽ中世、日舟 木簡等

医短 鹿田第 3次調査 (校舎 ) 1316 5 古代～中世、石帯 10

鹿 田第 4次調査 (配管 ) 35 2 03 ユ 古代、鹿角製品

医 病 鹿岡第 5次調査 (管 理棟 ) 87 25 15 弥生後期 ヽ中 近 世

ア
鹿田 6次調査

(ア イツ トープ総合センター)

1 15 中世、青銅製椀

医 鹿田第 7女調査 基礎 医学棟 ) 10 1 4 弥生ヽ近世、猿形木製品

医 鹿 田第 8次調査 RI治 療棟 ) 8 弥生 ～中世

医病 鹿田第 9次調査 病棟 I期 ) 1201 2 弥生～近世、本簡 3点

医 病 鹿 田第 10次調査 共同溝 ) 2 2 古代～近世

医 病 鹿岡第11次調査 病棟 I期 )

‐
4 4 2 2 弥生～近世、木簡 1点

医
鹿岡第12次調査
(エ ネルギーセンター)

147 77 ユ Й 弥生～近世、櫛

医病 鹿岡第13次調査 (総合教育研究棟 ) 2「D4 5 10 弥生 ～近世

医病 鹿 田第 14次調査 (病 棟 Ⅱ期 ) 酔 3 9 中世 ～近世

“
医

鹿田第15次調査

(総合教育研究棟関連 )

4 4 古墳 初頭  中世 割

大 医
鹿田第16次調査

(立 体駐車場エ レベーター他 )

1 1 弥生～近世 本紀要

全 津鳥岡大第 1次調査 (NP-1) 5 05 05 4 弥生中期～古代 3

津鳥岡大第 2次調査

(農 学部合併処理柑 配管 )

17 5 12 15 4 弥生早期 ～弥生 前期 4

学 生 津島岡大第 3次調査 (男 子学生寮 ) 67 49 15 2 45
縄文後朗～古墳初頭、古代～近世 石

製指輪、蛇頭状土器片

津鳥岡大第 4次調査 (屋 内運動場 ) 1 1
弥生早期 ～弥生前期
く試掘調査遺物を含む〉

6

大自
津島岡大第 5次調査

(大学院自然科学研究科棟 )

3 1 8 2
縄文後期 ～占墳、古代～近世、耳栓

木製櫛 (縄 文 )、 堅果類

工
津島岡大第 6次調査

(生物応用工学科棟 )

1 9 6
縄文後期ヽ近世、人形木 器、ア ンペ

ラ、人形土製品

工
津 島岡大第 7次調査

(情 報工学科棟 )

10 05 1 縄文後期～近世

全
津島岡大第 8次調査

(遺伝子実験施設 )

11 5 10 05 1 縄 文後期 ～近世

工
津島岡大第 9次 J・l査

(生 体機能応用工学科 )

50 5 25 3 縄文後期 ヽ近世

全
津島岡大第10次調査

(保 fF管理センター)

‐
8 7 2 弥生前期 ～近 世

津島岡大第11次調査

(総 合情報処理センター)

55 3 05 2 縄文後期ヽ近世

津島岡大第 12次調査 (図 書館 ) 1 縄文後期～近世

津島岡大第13次訓査
lt言利厚生施設 北)

125 12 05 縄文後期 古墳前期 中世

津島岡大第14次調益

(福 利厚生施設 南 )

12 1 弥生 ～古墳

津鳥岡大第15次調査 (サ テライトベ
ンチャービジネスラボラトリー)

14
縄文後期～中世、縄文後期 弥生早期

遺物、アンペラ、堅果類
抱

農薬 津 島岡大第 16次調査 (動物実験棟 ) 03 03 縄文後期 弥生ヽ中世

環
津島岡大第17次調査

(環境理工学部校舎 I期 )

11 縄文後期～近世 77

全
津島岡大第18次調査

(南 福利ポンプ槽 )

1 1 縄文後期～近世

津島岡大第19次調査
(コ ラボレーションセンター)

31 〕 4 2 3 縄 文後期 ヽ近世

環
津島岡大第20次調査

(環境理工学部ポンプ槽 )

1 1 縄文後期～近世

工
津島岡大第21次 調査

(工 学部エ レベーター)

7 5 2 縄文中期～近世

環
津島岡大第22次調査

(環境理工学部校舎 Ⅱ期 )

3 1 3 縄文後期ヽ近世、古代堰部材、曲げ物 77

文法経 津島岡大第23次調査 (総合研究棟 ) 1 2 5 縄文後期 ヽ近世、石棒、杭

文法経
津島岡大第24次 調査

(総合研究棟渡 り廊イ )

21 1 0 1 I 縄文後期 ～近世 61

由
辰

津鳥岡大第25次調査

(農 学部散水施設 )

0] 02 中 近世

事
津島岡大遺跡第26次調査

(事務局本部棟 )

17 5 1 縄文後期～近世

事
津鳥岡大遺跡第27次調査

(倉」立五十周年記念館 )

15 14 1 縄文中期 ～近世

エ
津島岡大遺跡第28次調査

(自 然科学系総合研究棟 )

17 15 2 縄文後期～近世
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所属 種類 調査名 地区名
箱数 (1箱 :約 30リ ットル) 備      考

(主 要時期 特殊遺物 )

文 献
総 数 土 器 石器 木器 * 種子 * その他 ンブル*

発掘
津島岡大遺跡第29次 調査

(農 学部共同i背 )

2 縄文後期 ヽ近世 71

固 福呂遺跡第 1次 調査 (実 験研究棟 ) 9 8 | 縄文早期 弥生中期 中世 55

固
福呂遺跡第 2次調査

(実験研究棟スロープ)

2 01 中世 ～近 世 55

医 病
堀

認

試

確
鹿 田 (駐車場 ) I 1 弥生 ～中世 5

学 生 津島北 男子学生奈 ) 1 07 03 縄文後期～弥生前期

大 自 自然科学研究利棟 ) ユ 1 縄文後期～弥生前期 6

事 津島土生 (外国人宿舎 ) | 1 縄文 ～中世 8

理 津島北 身障者用エ レベーター) 中 近世

教 養 津 島南 ) 07 07 沐巳文 中世

工 津島北 校舎 ) 1 1 縄文 ～近 世 11

農薬 津島南 動物 遺伝子実験施設 ) 07 07 縄文 ～弥生、中 近 世

事 津 島南 国際交流会館 ) 中 世

大 自 辛島北 合併処理糟 ) 02 中 近 世 14

学 生 辛島南 学生合宿所 ) 04 02 02 中 世

教 育 津 島北 身障者用エ レベ ーター
) 03 紀 文

図 図書館 ) 古墳 ヽ中世

学 生 津 島南 学生合4旨所ポンプオ菅) 04 04 縄文 ～中世

資生 倉敦 (資源生物科学研究所 ) 0] 01 近 世

鹿田 (ア イツ トープ総合セ ンター ) 1 〕 中世 ～近世

事 津島北 福利厚生施設 ) 05 05 弥生 ?～ 中世

函
反 津島南 動物実験施設 ) 0 1 01 縄文 ?～ 近世

環 津島北 環境理工 Ⅱ期 ) 01 01

I 津島北 ステムエ学科棟 ) 01 01

全 立会 83年度 2 分銅形土製品 1

84年度 1 2

85年度 1 3

86年度 05 05 6

87年度 05 05 8

分布 89年度 三朝 本 島 03 03 14

全 立会 91年度 92年 皮 03 21  25

93年度～99年度 08

30 33

38 44

50 53

56

00年 度 3 3

02年 度 85 25 6 弥生早期土器、中世、礎石 7]

03年度 2 2 塾

04年度 1 1 本紀要

総 箱 数 2757 9 19413 77 〕 455 2 17 1 242 2

* 木器 種子 サンプルの箱数は、資オ整理が進むにつれて収蔵形態が変化するため、特に箱数の変動が大 きい。

文献は付表 4 5の 番号に対FLす る。

付表 4 埋蔵文化財調査室刊行物

番号 名 称 発行年月日

蔓 岡山大学構内遺跡調査研究年報 1 1983年度 1985年 2月

2 岡山大学構内遺跡調査研究年報 2 1984年 度 1985年 3月

3 岡山大学津島地区小橋法目黒遺跡 (AW14区 )の発掘調査 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 1集 1985年 5月

4 岡山大学津島地区構内遺跡発掘調査報告‖ (農学部構内BH13区 他) 岡山大学構内遺跡発掘調査報
告 第 2冊

1986年 3月

5 岡山大学構内遺跡調査研究年報 3 1985年 度 1987年 3月

6 岡山大学構内遺跡調査研究年報 4 1986年 度 1987年 10月

付表 5 埋蔵文化財調査研究センター刊行物  (2004年 3月 まで)

番号 名 称 発行年月日

7 鹿田遺跡 I 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 3冊 988年 3月

8 岡山大学構内遺跡調査研究年報 5 1987年 度 988年 10月

9 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 1号 988年 10月

鹿田遺跡‖ 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 4冊 990年 3月

ll 岡山大学構内遺跡調査研究年報 6 1988年 度 989年 10月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 2号 9894F8月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 3号 990年 2月
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番号 名 称 発行年月日

岡山大学構内遺跡調査研究年報 7 1989年 度 990年■月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 4号 99o4F7月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 5号 991年 3月

17 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 6号 991年 8月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 8 1990年 度 991年 12月

津島岡大遺跡 3 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 5冊 9924F3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 7号 9924F3月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 9 1991年 度 992年 12月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 8号 9924F8月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 9号 993年 3月

鹿田遺跡 3 岡山大学構内遺跡発掘調査報告第 6冊 9934F3月

岡山大学構内遣跡調査研究年報10 1992年度 993年 12月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報第10号 993年 11月

津島岡大遺跡 4 岡山大学構内遺跡発掘調査報告第 7冊 994年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第11号 9銘年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第12号 994年 10月

岡山大学構内遺跡調査研究年報11 1993年度 995塗F2月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第13号 995年 3月

津島岡大遺跡 5 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 8冊 9954F3月

岡山大学構内遺跡調査研究年報12 1994年度 995年 12月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報第14号 995年 10月

津島岡大遺跡 6 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 9冊 995年 12月

津島岡大遺跡 7 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第10冊 9964F2月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第15号 996年 3月

岡山大学構内遺跡調査研究年報13 1995年度 996年 10月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第16号 996年 10月

鹿田遺跡 4 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第11冊 997年 3月

津島岡大遺跡 8 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第12冊 997年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第17号 997年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第18号 997年 9月

岡山大学構内遺跡調査研究年報14 1996年度 997年■月

今、よみがえる古代 岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの10年 997年 ■月

津島岡大遺跡 9 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第13冊 997年 12月

津島岡大遺跡10 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第14冊 9984F3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第19号 998年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第20号 1998年 10月

岡山大学構内遺跡調査研究年報15 1997年度 1999年 1月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第21号 1999年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第22号 1999年 9月

岡山大学構内遺跡調査研究年報16 1998年度 2000年 1月

54 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第23号 2000年 3月

福呂遺跡 I 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第15冊 2000年 3月

岡山大学構内遺跡調査研究年報17 1999年度 2000年 8月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第24号 2000年 9月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター自己評価・外部評価報告書 2000年 12月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第25号 2001年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第26号 2001年 8月

岡山大学構内遺跡調査研究年報18 2000年度 2001年 10月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第27号 2002年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第28号 20024F9月

津島岡大遺跡¬ 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第16冊 2003年 3月

津島岡大遺跡12 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第17冊 2003年 3月
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岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要 2∞ 1 2003年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第29号 2003年 3月

津島岡大遺跡13 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第18冊 2003年 5月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第30号 2003年 8月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第31号 2004年 2月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要 2002 2004年 3月

津島岡大遺跡14 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第19冊 2004年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第32号 2004年 9月

馳 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要 2003 2004年 12月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第33号 2005年 3月

津島岡大遺跡15 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第20冊 2005年 3月

津島岡大遺跡16 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第21冊 2005寄ユ3月
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付図 1 津島地区全体図 (縮尺 1/20,000)
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日調査地点

一土生地区― (縮尺 1/3000)
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発掘調査地点 (丸囲み番号 )

試掘・確認調査地点

立会調査地点

※番号は付表 1の調査番号に対応する。付図2 2003年 度までの調査地点 【1】 ―津島地区― (縮尺1/4000)
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試掘・確認調査地点

立会調査地点

番号は付表 2の調査番号に対応する。

付図3 2003年 度までの調査地点 【2ユ ー鹿田地区― (縮尺1/2500)
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※番号は付表 2の総合番号に対応

付図5 2003年度までの調査地点 【4】 ―東山地区―
(縮尺 1/4000)

物  発掘調査地点 (九 囲み番号 )

試掘・確認調査地点

立会調査地点

※番号は付表 2の総合番号に対応

付図4 2003年度までの調査地点 【3】 一三朝地区― (縮尺1/2500)
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※番号は付表2の総合番号に対応
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